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開会（開議)  午前１０時００分 

 

○議長（山根啓志君）  ただいまから、平成２７年第６回江田島市議会定例会２日目

を開きます。 

 ただいまの出席議員は１８名であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  一般質問 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、行います。 

 一般質問の順番は、通告書の順に行います。 

 １５番 山本一也議員の発言を許します。 

○１５番（山本一也君）  おはようございます。 

 早朝より、耳ざわりな悪い声で質問をさせていただきます。 

 災害時の避難訓練の見直しについてであります。 

 平成２７年度は、台風接近による土砂災害を想定した、江田島市防災訓練を８月に実

施し、実践的な被害対応能力、防災意識、地域防災力の向上を図られているところと思

います。 

 しかし、実際にあらゆる災害が発生した場合や訓練の実施結果を踏まえると、避難訓

練の見直しが必要ではないかと考えております。 

 そのことは訓練後、各地区から、私は平素、タクシードライバーをしておりますので、

各地のお年寄りの声を聞かせていただきました。それは、何のための訓練であったのか

という意見がたくさんありましたので、次の３点についてお伺いをいたします。 

 津波の規模をどのように想定しておられるのか。 

 ２点目、災害対策本部設置のマニュアルは、十分な取り組みができておるのか。 

 ３点目、住民への情報伝達や避難場所の管理体制は、どのようになっているのか、こ

の３点についてお伺いをいたします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  お答えいたします。 

 災害時の避難訓練の見直しについてでございますが、これまで、本市での市内一斉の

避難訓練は、津波災害や土砂災害を想定した訓練を実施しており、その都度、アンケー

ト等をとり、検証結果を次回の訓練に反映させております。 

 まず、１点目の津波の規模をどのように想定しているかについての御質問ですが、本

市は広島県地震被害想定報告書を基本としております。 

 想定については、県の被害想定の中でも最も被害の大きい、南海トラフ巨大地震によ

る津波を考えており、規模は津波の高さが最大１．９メートル、最大津波到達時間約４



 

－５７－ 

時間、津波による全壊家屋５５９棟等を想定し、訓練を実施しております。 

 続いて、２点目の災害対策本部設置のマニュアルにつきましては、設置の基準等を地

域防災計画で定めております。 

 また、具体の運用につきましては、「災害時職員初動マニュアル」と「災害対策初動

チーム運用要領」で明確に定め、災害発生時の初動対応と対策本部の設置運営が、迅速

に行うことができる体制としています。 

 あわせて、対策本部訓練等を重ねることで迅速、確実な対応ができるよう努めるとと

もに、訓練等で明らかになった課題に対応するため、初動体制の充実についても検討を

進めております。 

 最後に、３点目の住民への情報伝達や避難場所の管理体制についての御質問ですが、

気象情報などをもとに避難情報を発令し、防災無線やメール配信などにより、早目に市

民に伝達することとしました。 

 また、避難場所につきましては、各施設の所管課において管理しており、災害時には

自治会等への管理運営委託を行っております。 

 今後も、豪雨や地震・津波など、本市で起こり得る災害を想定とした実動の訓練を実

施し、結果を検証しながら、防災体制の見直しを図ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  津波について、地震について、遠くの南海地震、南海トラ

フというお答えでありますが、私は危機管理をする場合には、その地域地域の過去の出

来事、それを最大に想定しながら、物事を進めていくのが大事ではないかと思っており

ます。市民の多くの方の意見が、そのことでありました。南海トラフは、津波が来ても

４時間かかるではないかということです。４時間も５時間も先のことを、いつ来るかわ

からないものをやって、忘れたころにやってきたらどうするのかという意見が多数であ

りました。 

 この江田島市においては、隣の島、倉橋島沖地震、明治初年度ぐらいに大きな地震が

ありました。そして、この島の周りには活断層がたくさん走っております。そうしたと

ころの地震が起きたときには、４時間５時間の有余な時間ではありません。そうしたも

のを想定しておるのかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  岡野危機管理監。 

○危機管理監（岡野数正君）  ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 先ほど、議員がおっしゃいました津波到達時間が短い地震が、過去にあったというこ

とでございます。確かに、明治のころにその記録が、若干、残っております。それとあ

わせて、ちょうど終戦当時、３つぐらいの地震が発生しております。そして、その後１

９４６年、昭和２１年になりますけども、ここでもやはり地震が発生しております。た

だし、戦時中のものについては、詳しい記録が残っておりません。 

 そうした中で、私どもとしても南海トラフ地震を今、想定した訓練を実施しておりま

す。しかし、津波到達時間が短い地震としては、これは広島県の地震想定の中にござい

ます。安芸灘断層群、これは広島から岩国沖断層帯と予想されております。これについ
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ての最高津波がＴＰ３．１メートル、津波の高さ、波の高さですね、これが大体１．１

メートルと。到達時間は、約１８分というふうに予想されております。ただし、この断

層群の地震の発生確率というのが、今後３０年間では不明ということに、実はなってお

ります。本市におきましても、この不明というのをどういうふうに捉えるかと、これは

全くないということではありません。不明ですから、ある可能性もあります。おっしゃ

るとおり、そのとおりです。 

 しかしここで、じゃあどういう取り組みをしていくかということになりますけれども、

ここ数年やはり、国、広島県が優先的に取り組んでおりますのは、発生確率の高い、い

わゆる３０年で７０％の発生確率があると言われております、南海トラフ地震の津波災

害や、あるいはことし行いました台風による土砂災害を想定した避難訓練等を、現在の

ところでは、市内一斉に実施しておるところでございます。 

 しかしながら、やはりあらゆる災害を、ましてや津波が早く来る災害があるじゃない

かと、過去にそういうものがあったじゃないかといったような災害を、やはり想定して

いくことも必要だというふうに考えております。そのためには、やはりまず最初に、地

域の特性に応じた避難訓練等を実施して、その地域地域、地域の地形というのがござい

ます。こういったものを勘案しながら、その地区の、地域の課題等を洗い出して、その

対応方法を定めておくことが、事前に対応方法を定めておくことが必要だというふうに

考えております。 

 そこで、本年度から、自治会を中心とした町なか避難訓練というのを実施しておりま

す。既に、３１自治会のうちの、年内には１４自治会が終わる予定でおります。これに

つきましては、実際に危機管理課の職員が、地域の方、いわゆる自治会の方と一緒に地

域内を歩きながら、そのハザードマップに載ってない危険箇所の把握や、さらには避難

路、地形等の確認をするという取り組みを行ってます。ですから、これについて全く想

定をしてないということではございません。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  想定をしてないということじゃないということなんですけ

ど、実際にそれを知らせておかないと、しないということにつながっていきますんで、

危機管理監に私がこういうこと、釈迦に説法だろうと思いますけど、私は先々月１０月

に、全国の議員研修会、防災問題について研修会に参加させていただきました。そうし

たら、最初は淡路大震災、そして近くでいえば東日本大震災、そこは各地から経験をし

た方たちが講師で来られておりました。そして、防災訓練には必ず、その地域地域の出

来事を最大限に表現しながら訓練を進めていかないと、東日本大震災のような形になり

ますよ。要は、今、地球温暖化で地球規模で異変が起きております。そうしたものを総

合していくと、やはり恐怖感をあおるんでなく、身を守るための訓練を確実に実施して

いくのが大切じゃないか。これを放置することによって、天災が人災に変わるというこ

とを、私は研修会で学ばせていただきました。 

 そうした中で、江田島市は果たしてどうなっておるのかということであります。不明

ということは、ないということではないんです。必ずいつかあるということ、実際に、

わずか１３０年前に倉橋沖地震で津波が、私の記憶、地域の先輩たちから聞いた話では、
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１．４から２．４の間の津波があった。そして呉の鎮守府、そして広の工場の全滅とい

うことがあるんだと、そのことをしっかり胸にしめて危機管理をしていかないといけな

いということは、もう何年も前から聞かせていただいておるわけですが、そのような考

えがありますか。 

○議長（山根啓志君）  岡野危機管理監。 

○危機管理監（岡野数正君）  ただいま、議員のほうから御指摘をいただきましたけ

れども、現在、私としましても、この災害の歴史というのをしっかりと勉強するように

しております。特に、地震といいますのは、一般的に周期説というのはよく言われてお

ります。大体、例えば安芸灘の断層地震であれば、これくらいの周期があります、南海

トラフ、これは昭和南海地震、その前に安政南海地震というようにあったんですけれど

も、これについては、やはり１００年前後で周期として回ってくると、こういったこと

も災害の歴史として、私も現在、しっかりと勉強するようにしております。 

 それを踏まえて、市内において各自治会、それぞれ自治会といいますより地域といい

ますか、地形が違います。ですから、海に近いところへお住まいの方もいらっしゃれば、

山に近いところへお住まいの方もいらっしゃいます。災害というのはそれぞれ、例えば

山に近いところの災害は、じゃあ何を想定するのか。じゃあ、海に近いところは何を想

定するのか。それぞれやっぱり、同じ一つの、例えば大原という地区を見たとしても、

そこには山手の人と海側の人と、それぞれやっぱり違いますから、それに合った、その

地域の中でも住んでおるところに合った災害想定をして、事前に備えておくことが必要

だというふうに考えております。 

 ただし、その中で、今回の訓練の中でも、若干、これ何のために歩くんだろうかとい

うような声が出たということも、私も承知しております。これは、まだまだ私が、私た

ちの取り組みの中で、市民に周知をしていくというところが、まだ足りないというふう

には考えております。 

 ですから、今後の町なか訓練、各自治会単位で行う町なか訓練を通じて、しっかりと

そこらあたりのことを皆さんに周知をしていって、何かあったときにはそれぞれで、う

ちはこういうふうな対応をしようと、うちはこういうふうな対応をしようということが、

その地域の小さなエリアの中でも、しっかりと対応できるような形をとってまいりたい

と考えておるところでございます。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  管理監とは、管理監が就任されて以来、私はそういう形で、

この島内の地形にかかわって、危機管理をお願いしたい。こういう場合には、どういう

ところが危険なのかということをお願いしておりますが、それは全て網羅できておりま

すか。 

○議長（山根啓志君）  岡野危機管理監。 

○危機管理監（岡野数正君）  まだこれ、正直申し上げますけども、全域を見て全て

の、ここはどうだという危険箇所は、まだ、実際にはできておりません。 

 私、確かにいろんなところを歩いております。歩いて実際に、自分の目でも確かめて

おりますし、今現在、進めております各自治会単位の町なか訓練を通じて、ここには危
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機管理課の職員も、当然、参加しておりますから、そこで各自治会ごとに、このエリア

ではちょっとここが危ないんだとか、ここはこういうふうにしなくちゃいけないという

課題を全部、今、挙げておるところでございます。今年度中に、全ての自治会を実際に

訓練を通じて、そういった課題の抽出をやっていきたいというふうには思っております。 

 実はこれ、来年度になりますと、今度は地区別の津波の避難計画というのに取りかか

ってまいりたいというふうには思っております。これは、それぞれ全然、地域が違えば

対応が違ってきますから、その地区ごとの避難計画が必要だというふうには思っており

ます。これにつきましても、まだ日本全国で、地区別の避難計画をつくっておるような

地域はありませんけれども、江田島市の島嶼部という特性を考えたときには、これは議

員からも以前から御指摘を受けておりますけれども、やっぱり地区ごとに違うんだから、

そこは考えてくれよというような話を受けております。 

 そうしたことも踏まえて、来年度はそういったとこに、これ一気にいけるかどうか、

かなりやっぱりマンパワーも必要になってきますから、そこらあたりのことを踏まえて、

数年の計画はかかると思いますけれども、何とか取り組んでまいりたいというふうに思

っております。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  マンパワーが必要なのは当然のことなんです。今、危機管

理監のところで言うたら、来年とか。危機管理ですから、悠長なことは言うておられん

のです。要は、それぞれの災害を想定しながら、そして、こういう災害ではどこが危な

い、どういう形のものが危ないというようなことを、早急にやっていただいて、そして

人数が足らんのなら、足らないように補充しながらでも、市民の安全と安心を培うため

には、早急にやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 災害対策本部の設置についてでありますが、これは多少はできておっても、１つは、

私は研修会で学んだことを、きょうここにおられる議員の皆さん方に十分、承知してい

ただきたいという思いで、書かせていただきました。 

 といいますのは、先月も、ある研修会に出ていったら、たまたま私と一緒に仕事をし

ておったのが、講師で出ておりました。そして、夜、旧交を温めるために話し合いを３

時間ほど持ちましたけど、その中ででもやっぱり災害についての話から、そして阪神・

淡路大震災のときにどうであったのかという話に進み、また、東北から来ておる館長も

交えて話をしたことが、災害のときに議会議員が入ると、議会議員の地域のことしか持

ってこない。非常に、復旧・復興について足かせになった。そこのところを山本さん、

帰っていったら、そこのところを十分に検証していただきたいということでありました。 

 要は、議会議員は、災害があったらその場で即、地域の被害状況を即、伝えていく。

そして、復旧に向かっては、いわば今の対策本部の一員として、協力していく体制を整

える、そういうような本部設置をしておったら、万全じゃないでしょうかということで

あります。そのような取り組みをしていただきたいがために、余分なところではありま

した、つけ足していただきました。 

 そして、３番目の避難場所の管理体制はどのようになっておりますか。 

○議長（山根啓志君）  岡野危機管理監。 
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○危機管理監（岡野数正君）  避難所の管理体制という問題でございますが、これ、

実は今回、１次避難所そして普通の避難所といったところを活用して、避難訓練を行い

ました。そうした中で、避難所の維持管理に若干、不備が見受けられたところもござい

ました。基本的には、避難所の維持管理というのは、その建物を所管しておる部局が維

持管理を実施しておるのが現状でございます。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  そのことにおいて、災害時には心身ともに消耗する、それ

を維持、回復させるところであります。 

 今回、私の地域で、大古地区で避難訓練をやりました。そして、避難場所に避難、皆

さんに集まっていただきました。そしたら、残念ながらカビもぐれで、建物の中へ入れ

るような状況ではありませんでした。そういうときには、どのように。 

○議長（山根啓志君）  岡野危機管理監。 

○危機管理監（岡野数正君）  まず、これ恐らく融光会館の件であろうと思いますけ

ど、これにつきましては、管理状況に若干、不行き届きがありましたことを、この場を

おかりしておわびを申し上げます。 

 今後の、避難所の管理、運営ということになりますけれども、これにつきましては、

このような事案が発生したということもございますし、将来的なことも考えますと、や

はり１年に何度かは、たとえ平素使われない施設であっても、ちゃんと足を運んで現在

の状況が、避難所としての機能を果たせるようになってるのかどうなのかといったとこ

ろも、しっかりと検証しながら、その適正管理に努めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（山根啓志君）  １５番 山本一也議員。 

○１５番（山本一也君）  そうした１次避難場所もそうでありますが、それぞれの、

あらゆる災害に対しての避難場所の設置というものを早急に整備されて、安心して避難

できるような場所の確保を引き続きよろしくお願いをして、質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、１５番 山本一也議員の一般質問を終わります。 

 次に、８番 吉野伸康議員の発言を許します。 

○８番（吉野伸康君）  皆さん、おはようございます。 

 傍聴者の方、昨日から大変、御苦労さまでございます。 

 ８番議員の吉野でございます。通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 第一産業の振興と雇用の創出について。 

 本市では、急激な少子高齢化・人口減少に歯どめをかけるため、第２次総合計画や総

合戦略を策定し、さまざまな取り組みを進めているところでございます。 

 しかしながら、本市は海に囲まれ、流通ハンデがあり、今後、新たな産業創出や大型

の工場誘致は困難と考えます。このため、地の利を生かし、農業・漁業、１次産業の活

性化と新たな担い手の育成が必要と考えますので、次の点について、市長の考えをお伺

いいたします。 

 １番として、農業振興ビジョンの必要性について。 

 三高ダムの用水利用について。 
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 新規就農者へ就農制度の拡充等について。 

 建設業界を取り巻く環境について。 

 公共事業の減少や広島県大柿土木事務所の撤退など、建設業界を取り巻く環境は厳し

さを増しております。このままでは、天災有事の際に、島を守ってくれておりましたプ

ロフェッショナル、建設業者に負担を強いることとなり、防災の面からも、業界の育成

が必要と考えますが、市長の考えをお伺いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  第１次産業の振興と雇用の創出についての御質問にお答えい

たします。 

 まず、１点目の農業振興ビジョンの必要性についてでございます。 

 本年策定の、第２次江田島市総合計画や総合戦略では、「『恵み多き島』えたじま」

の実現に向けて、農林業の振興については、農林業の生産基盤の整備、後継者・担い手

の育成、農林産物の高付加価値化・ブランド化を掲げており、その実行のためには、農

業振興ビジョンが必要と考えます。 

 現在、本市では、広島県の「２０２０広島県農林水産業チャレンジプラン」と連携し、

農業の振興を推進しておりますが、今後、より実効性の高い施策として展開を図るため、 

江田島市農業振興ビジョンを、来年度には策定したいと考えております。 

 次に、２点目の三高ダムの用水利用についてお答えいたします。 

 三高ダムは、県営事業の畑地帯総合整備事業によるダムのかさ上げ工事により、貯水

容量が５８万４，０００トンとなりました。 

 安定した農業用水として、昨年度、かん水設備が完成し、沖地区・三高区で１５８．

５ヘクタールへの配水が計画され、現在、利用されている受益農地は７４．４ヘクター

ルでございます。 

 かんがい配水の利用率は、当初見込みより低い状況でございますが、今後、計画的な

営農、規模拡大を促し、担い手農家の育成に努めてまいりたいと思います。 

 次に、３点目の新規就農者への就農制度の拡充等についてですが、就農時の課題とし

て、農地の確保と資金の確保が重要でございます。 

 まず、資金の確保については、新規就農者支援対策として、農業用ハウスの補助制度

を設けております。また、認定新規就農者に対しては、無利子で融資を受ける国の制度

資金の支援がございます。 

 新規就農者への農地の確保につきましては、広島県、指導農家、ＪＡ、農業委員会な

どの関係機関と農地検討会を開催し、マッチング作業や農地利用意向調査等を実施して

おり、効率的に、長期間利用可能な農地の確保対策を行い、新規就農者の定着化を図っ

てまいります。 

 いずれにいたしましても、地域の農家の皆様や生産者団体、ＪＡ、広島県等の協力が

不可欠であり、さらなる連携を図り、就農地確保の支援に努めてまいりたいと思います。 

 次に、建設業界を取り巻く環境についてでございますが、本市の公共事業は、厳しい
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財政状況を反映し、これまで縮小傾向で推移しておりましたが、近年は、国の経済対策

に関連した公共事業を実施するなど、増加傾向に転じているところでございます。 

 しかしながら、これまでの公共事業の減少等により競争が激化し、建設企業が疲弊す

るとともに、就労環境の悪化等により若年入職者が減少するなど、建設業界を取り巻く

環境は、大変厳しい状況にあると認識しております。 

 一方で、建設業は、災害復旧やインフラの老朽化対策、維持管理などの担い手として、

その果たすべき役割がますます増大するものと考えております。 

 こうした中で、これからの建設工事の適正な施工や品質の確保、また、その担い手の

確保・育成は、本市にとっても大きな課題であり、議員御指摘の「計画的な公共事業の

発注」は、課題解決に向けた対策の１つとなるものでございます。 

 そのため、第２次江田島市総合計画を基本に、第２次財政計画との整合も図りつつ、

インフラの整備計画及び維持管理計画を策定し、計画的な公共事業の実施に努めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  まず、農業振興ビジョンの必要性についてお伺いをいたしま

す。 

 江田島市の農業の歴史を振り返ってみますと、戦前まではサツマイモ、麦、米などの

自給自足的な農業でありましたが、戦後に入ると、温州ミカンなどが導入され、ミカン

産地として繁栄していったところもございました。 

 しかし、１９９１年オレンジの輸入自由化や、生産者の高齢化に伴い、徐々に冬の時

代を迎え、明るい兆しは見られません。 

 こうした中、国際的にはＴＰＰ交渉が進められ、農産品目の関税が撤廃されることと

なりますと、生産者にとりましては、ますます厳しさを増すことが予想されます。 

 こうした状況におかれ、今後、本市の農業政策をどのように進められるのか、次の点

についてお伺いをいたします。 

 まず、農業の生産額と就労者数は、どのようになっていますか。最近のものと、その

前のもので、対照できる数字があったら教えてください。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  数値の対照でございますけど、農業センサスという統計

調査がございます。 

 まず、農業の生産額につきましては、平成１７年度が１４億円、平成２２年度のデー

タ的には１５億円となっております。 

 農業者数でございますが、平成１７年度当時、７２４人でございます。平成２２年で

は５１９名というふうになっております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  生産者の高齢化で、耕作放棄地もふえております。また、今

のように、耕作放棄地が平成１７年と２２年と、どのようになっているかお伺いいたし
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ます。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  先ほど申しましたように、農業の就業者数が２００名余

り減となっております。それと、かんきつの生産者が今、四百数十名というふうに聞い

ております。これが、今後１０年間で半減するだろうというふうに聞いております。 

 耕作放棄地の面積でございますけども、平成１７年度当時は、５７２ヘクタールでご

ざいます。平成２２年の農業センサスの数値では、６４７ヘクタールというふうになっ

ております。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  就農者数が約２００名減少ということですね。耕作放棄地も、

かなりふえております。 

 このような状況の中、本市として農林水産業施策をどのように進めていくのか、私に

は、整理したものがないと思います。対症療法的な施策でなく、将来へ希望が持てるよ

うな農業施策が必要と考えます。農業従事者や関係団体と連携して、江田島市の農業振

興ビジョンを作成する必要があると考えますが、先ほど市長より、農業振興ビジョンは

来年、作成するとのことでございました。どのようなメンバーで、また、どのような計

画で作成するのかをお伺いいたします。 

 また、この件につきましては、昨日、林議員から質問がありましたが、大変重要なこ

とでございますので、もう少し詳しくお願いをいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  先ほどの市長の答弁にございましたように、第２次総合

計画を、ことし策定しております。それを、より実効性のあるものとしたいため、農業

を取り巻く環境や、さまざまな情勢の変化を捉えつつ、江田島市農業の特性を踏まえて、

次世代に継ぐことのできる農業を展開していく必要があろうかというふうに考えており

ます。そのためにも、この農業振興ビジョンが必要と考えております。 

 残念ながら、現在のところそういった農業の指針となるものが、広島県のチャレンジ

プランや総合計画だけしかございませんので、もう少し具体的なものをつくって、行っ

ていきたいというふうに考えております。 

 来年度の農業振興ビジョンの策定を予定しておりますけども、検討委員会等の構成メ

ンバーは、まだ、決まってはございません。今現在、農業関係で言えば、農業振興会議

等の組織がございます。これらの組織を準用した形で、今は想定しております。農業委

員会でありますとか、ＪＡでありますとか、県の指導者等々の人に集まっていただいて、

また、地元の新規就農で言えば指導農家の方々だとか、そういった方に集まっていただ

いて、論議していきたいというふうに考えております。 

 具体的内容につきましては、まだ、未定でございますけども、他の市町の例によりま

すと、総論と基本計画とで構成されておりまして、農業を担う経営体の育成とか、産地

力の強化による所得向上とか、農業生産環境の保全と多様な資源の活用・促進等々の計

画がなされております。 

 いずれにいたしましても、県のチャレンジプランとか本市の第２次総合計画と整合を
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図りつつ、江田島市に合ったビジョンの作成に取りかかりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  ありがとうございます。 

 本市が、しっかりとした農業振興ビジョンを示すことで、効率的な農林振興施策が可

能となり、本市の農林水産業の活性化が図られると期待しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 続きまして、２番目の三高ダムの用水利用について。 

 合併前から、長年にわたり取り組んでいます、沖美町の畑地帯総合整備事業が、よう

やく本年度完了します。この事業は、沖美地域全体にかんがい用水を供給し、一大園芸

産地をつくり出す壮大な事業でございますが、三高ダムの完成から１０年を経過しても、

明確な事業効果が見られません。 

 膨大な事業を投資したこの施設は、本市の管理になるとお伺いしました。畑地帯総合

整備事業の概要について、お尋ねいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  畑地帯総合整備事業は、先ほど市長の答弁にございまし

たように、ダムのかさ上げ工事、それと畑かんと言って、かん水を各農地に配る配管の

工事、それと農道の工事というふうになっております。まず、畑かんのパイプラインで

ございますけども、幹線が約２，６００メーター、支線が約２．３キロメートルでござ

います。農道は、ダブル幅が５メーター、そのうちの有効幅員が４メーター、延長が４．

７キロメートルというふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  三高ダムの用水を今後、どのように活用する計画でしょうか、

お伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  用水の活用でございますけども、平成２０年度から用水

の活用を開始しております。現在といいますか、昨年度、平成２６年度で畑かんのかん

水の工事は、一応、完了しております。現在では４１０名で、先ほど市長の答弁にござ

いましたように、約７４．５ヘクタールの農地にかん水されております。 

 今後、管理組合を立ち上げて、活用していく予定でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  園芸作物の産地に向けての、どのような将来ビジョンを考え

ておられますか、お伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  園芸作物、例えばキュウリとか、花き、花等を中心に、

新規就農研修制度を充実させて、新規就農者の育成や、既存の担い手の経営規模拡大を

目指していきたいというふうに考えております。 
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○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  巨額の投資をしたこの事業を無駄にしないために、用水の活

用策、園芸産業の拡大、また、生産者の確保を積極的に取り組むべきと考えます。しっ

かりとした地元の声を聞きまして、活用策を検討していただきたいと、このように思い

ます。 

 続いて、新規就農者へ就農制度の拡充について、お聞きをいたします。 

 １０月６日に、広島県から担当者をお招きし、農林振興に関する勉強会に参加させて

いただきました。その際、県の担当者からは、江田島市で一番の農業地域は、切串から

幸ノ浦までのエセギ地区であると伺いました。エセギ地域については、土採跡地を農地

として整備した就農に適した場所でございます。必ず、江田島の宝となるこの土地を活

用し、農業生産の拡大を図るべきだと考えます。 

 市では、現在、農家を対象にしたアンケート調査を実施しておると伺いました。この

ような声を反映した将来構造を、検討されるものと思います。 

 まず、エセギ地域のアンケート結果についてお伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  アンケートの結果でございますけども、１２１名の地権

者がございまして、そのうちアンケートを回収したのが、７３名のアンケートを回収し

ております。面積的には１６．５ヘクタールの農地の地権者の方から回答をいただいて

おります。 

 その中で、どういった内容のアンケートかといいますと、誰かに売ったり、または、

誰かに売りたい、または、売ってもよいというところとか、貸してもいいとか、既にも

う貸していますとか、いやいやこのまま耕作したいとかいうふうな内容でございます。

それらを集計いたしますと、約半数の方が、売ることも考えてもいい、貸すことも考え

てもいいというふうな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  今、１６．５ヘクタールというのはちょっと、そのぐらいの

面積なんですかね。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  回答のあったところという意味で。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  続いて、新規就農者の研修とか需要の現状を、お聞かせをお

願いします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  新規就農者の研修の需要状況でございますけども、現在

４名、３名の方がもう就農されて、１名の方が今、研修中でございます。それ以外に、

来年度に向けて、電話での問い合わせが１件、来訪による相談が２件、申込書を提出さ

れた方が１件というふうな状況でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 
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○８番（吉野伸康君）  就農用地を確保するためにも、農地の流動化、生産者の確保

とあわせて、安定した就農支援も必要と考えます。農地確保検討会を実施しているとの

ことですが、土地や作物等が異なっていることから、地域ごとで検討会を開催すること

が必要かと思いますが、各地で各地域で開催をしたらどうかと思いますが、どのように

お考えですか。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  きのうの林議員さんの答弁の中でもあったんですけども、

各企業からの問い合わせ等も、企業進出の問い合わせもございます。今、市の中では、

候補地等を検討中でございます。 

 このエセギにつきましては、広島県と市と共同で、モデル的に農業団地の農地の流動

化という、モデル事業的に今、検討会を開催しております。これのモデル的な状況を見

ながら、各地域に広げていきたいというふうに考えております。その時点で、当然、地

権者の方々の意向も話し合いながら、気持ちを確認しながら、広げていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  エセギ地域での検討会は、何回ぐらい開催されましたか。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  回数はちょっと覚えてないんですけども、数回、行って

おります。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  この地域は優良な農地で、相当量の耕作放棄地となっており

ます。フラットに成形され、また、広い区画、隅々まで農道が整備されております。こ

れらを一体にしたエセギプロジェクトを、今後、どのように進めていくか、案があった

らお伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  エセギ地区、既にキュウリの生産組合がございます。そ

れを大事にしなくちゃいけないというふうに考えております。県では、年間を通したキ

ャベツの栽培等を、キャベツ団地としての提案もございます。そのほか、いろんな園芸

作物等の可能性もあるというふうに考えております。まず、地元のキュウリの生産、一

大生産地でございますんで、それを大事にして端境期等にも、キャベツの栽培ができる

ような形で進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  大須のキュウリはブランド品で単価も高く、耕作者に伺いま

すと、２反で大体、年収８００万円ぐらい収入が確保できると伺っております。これら

を、農地流動化等により、新規就農者への農地として供給すれば、興味を持たれる若者

もおり、一大産地となるのではないでしょうか。 

 続いて、昨年発足いたしました、農地中間管理機構は、農地を借り受け、担い手に供

給する農業振興の根源部分をつかさどる機関として期待されておりますが、本市に農地

の借り受けや、就農希望者の申し込みがあるのかどうか、お伺いをいたします。 
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○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  農地の借り受け希望でございますけども、経営体といた

しましては、現在のところ５経営体の方々で、トータル面積約６ヘクタールの借り受け

申し込みがございます。貸し付け希望者は、また５件ありまして、約３，０００平米、

３反ぐらいの貸してもよいというふうな申し出がございます。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  江田島市には、このような優良農地が相当量、耕作放棄地と

なっています。特に、このエセギ地区は、大きく３点の利点があると思います。 

 まず１番として、フラットに成形され区画が広いこと。２番として、隅々まで農道が

整備されていること。３番目に、大須のキュウリはブランド品で単価が高く、一定の収

入が見込めること。このことから、農地流動化とあわせ、新規就農者の農地確保として

供給することで、多くの若者の関心を集めることと考えます。ぜひ、新しい雇用の場と

して、また、一大生産地として発展するため、御検討をよろしくお願いいたします。 

 続いて、建設業界を取り巻く環境についてをお伺いいたします。 

 江田島市には新しい産業もなく、農業、漁業、建設業の発展が欠かせないことと思い

ます。しかしながら、現在は３種とも大変厳しい状況にあり、これらの業種の活性化は、

本市にとっては生命線であると考えます。特に、建設業界におきましては、平成１８年、

大柿土木事務所の撤退や、畑地帯総合整備事業を初めとする大型事業の完了で、今後の

明るい兆しが見えてこない状況であります。 

 こうした中、昨年発生した広島市の土砂災害を教訓に、砂防地の面では、本市の砂防

整備は十分と言えません。これらの事業は県が主体の事業となり、市の負担もなく、建

設業界の活性化策として有効なものと考えます。市の建設事業費は年々、減っておると

思います。昨年からことしにかけまして、廃業された業者は何件あるのか、お伺いをい

たします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  入札の登録業者の推移でございますけれども、統計があ

るものとしては、平成１７年からの土木一式の登録業者数から推移をとっております。

平成１７年、４９業者の業者の方に土木一式業者として登録をいただいておりますが、

今年度、平成２７年には３１業者まで落ち込んできております。その中で、廃業届を登

録のほうへ出していただいた業者数でいきますと、平成２６年度に３業者、平成２７年

度、本年中に３業者、この２カ年で６業者から廃業の届けを出していただいております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  平成１６年、１７年は合併前の積み残し事業とか、建設事業

も一定に確保されておりましたが、近年の建設事業に係る事業費、これについて事業費

がわかったら、教えてください。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  決算統計からの数値でございますが、ただいま、吉野議
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員御指摘いただいたとおり、平成１６年度、平成１７年度については、合併前後からの

積み残し事業が、大変多ございましたので、平成１６年度の普通建設事業が３４億７０

０万円、平成１７年度が２８億９，０００万円、これに比しまして、直近の決算で申し

ますと、平成２５年度が２６億７，６００万円、平成２６年度が１７億２，８００万円

となっておりますので、平成１６年度と平成２６年度の決算で比較しますと、５０．

７％ですので、約半分に落ち込んでいるという実態になっております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  それと、県の事業費もこうして見てみますと、かなり減って

おるわけなんですよね。ことしの事業費、港湾振興局、また、西部建設局の事業費、数

字で見ますと４億円と４億円で８億円ぐらいになっております。これは、昨年に比べて、

昨年が１４億２，０００万円ですか、かなり減っておるわけでございます。原因は、何

か完了したとか、あるのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  県営事業でございますから、県の事業で昨年度から

今年度にかけて、約６億円を超える事業費が減額となってございます。その主な要因で

すけれども、まず、西部建設事務所の関係ですけれども、こちらのほうは江南交差点の

道路改良工事、こちらが完了しております。こちらの事業費の減が大きいかと思います。 

 それから、あと八幡川の砂防堰堤の工事を行っておりますけれども、こちらの本体工、

堰堤の本体なんですけども、こちらの工事が完了しております。これに伴う事業費の減

というのが大きいというふうに考えております。 

 それから、港湾振興事務所の関係ですけれども、こちらのほう主に、鹿川港の寄涛地

区、こちらで浮かんの整備をしておったんですけれども、こちらが昨年度完了してござ

います。これも、大きな事業でしたので、この完了が大きいというふうに考えておりま

す。 

 それから、小用港のウシイシ地区でも、大きな事業を行っておるんですけれども、こ

ちらのほうは県予算、特に港湾事業の関係の県予算が縮小されておりまして、その影響

を受けて、小用のほうの事業費のほうも減額になったというふうに聞いております。 

 以上のことが、県営事業のほうで、事業費が大きく減った要因だというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  江田島市の補助事業、これが昨年に比べてすごく減っておる

わけなんですよね。これは、多いときには１０．６％とかあったわけなんですが、現在、

平成２６年では２．７％ぐらいに落ち込んでいる。かなりの減少であると思うんですが、

これは何か原因が、終わったのがやっぱりあったんでしょうか、どうでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  本市におけます補助事業の減少ということでござい

ますけれども、要因といたしましては、まずやっぱり、全体的な予算の減少というもの
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が大きいかと思います。それとあわせまして、これまで補助の多い、補助が適用できる

新規事業、建設事業というものが多かったかと思いますけれども、最近は、補助がなか

なかとれない維持管理事業、こういったものが多くなってきてると思います。この関係

で、国費を使った新たな事業というものが減ってきてるのではないかと。その影響によ

って、補助が減ってきてるというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  補助事業が１億円あれば、４分の３の補助であれば、１億円

の事業が２，５００万円でできます。どんどん補助事業を活用されて、活性化に結びつ

けていただいたらと思います。そして、建設業界がある程度、安定経営ができるよう、

市の発注はもとより、積極的に県のほうにお願いしていただきたいと、このように思い

ます。 

 続いて、これは、かきしまサイクリングロードの現況について、インフラ整備の１つ

としてお聞きいたします。 

 本市を縦断するかきしま海道サイクリングロードは海岸線を通り、全長７４キロの景

観にすぐれた、サイクリストにとっては大変、気持ちのよいコースでございます。最近、

サイクリングに訪れる観光客も増加しております。また、知名度も上がっていますが、

島の地形から、危険な箇所が何カ所か見受けられます。 

 かきしま海道サイクリングロードは、国道、県道、市道がございます。私も、このサ

イクリングロードを車で走ってみましたが、途中、とまったりいたしまして、２時間程

度かかりました。それで、特に次の場所が危険であると感じました。狭隘な道路や急勾

配、急カーブ、島の道を知らないサイクリストにとって、大変であると感じたので、お

伺いをいたします。 

 まず、箇所なんですが、県道につきましては、県道高田沖美江田島線の三高の高祖、

それから県道江田島大柿線の、この上の道ですよね、世上口から神田橋にかけてのとこ

ろ、それから県道石風呂切串線、これは上村汽船を上がったところから１００メートル

ぐらい大須寄りのところでございます。 

 市道では、鹿川・岡大王線の石油タンクのトンネル、これは非常に狭い。それと、市

道宮ノ原幸ノ浦線、これは青少年交流センターのとこから大須方面に行く道、これは、

市長さん、結構走っておるからわかっておられると思いますが、それで１つ、ちょっと

お聞きしたいと思います。 

 まず、県道からでございます。県道高田沖美線江田島線ですが、三高、高祖のところ、

現在、県のほうで工事をしておりますが、あそこは家中でもあり、急な坂、また、カー

ブもございます。現在、バイパス道路を建設しておりますが、このバイパス道路は、い

つ完了するのかお伺いをいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  県道高田沖美江田島線の高祖バイパスの事業計画で

ございますけれども、県事業でありますので、明確にはお答え、なかなかしづらいんで

すけれども、今年度の当初に県のほうにお話を伺った際には、予算次第ではあるけれど
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も、あと７年から１０年程度かかるんではないかということでございました。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  続いて、県道江田島大柿線、これは、世上口からあそこの神

田橋の間なんですが、非常に交通量が多くて、人通りも多く、坂道もあり、また、カー

ブもあります。歩道もない状態で、土日には海上自衛隊の観光客も多い。このサイクリ

ングロードの中で、一番ここが危険な場所と感じました。これを解決するには、なかな

か時間と労力が必要と思います。 

 続いて、県道石風呂切串線、これは上村汽船から上陸しますと、サイクリストはほと

んど青少年交流の家のほうに、走ってまいるそうでございます。その間が、１００メー

トルぐらい行ったところ、急に狭くなっております。それとカーブがございますが、こ

れについての計画は、建築部長、何か計画はありますか、お聞きいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  県道の石風呂切串線で西沖桟橋の西側にあります、

急に狭くなってるところ、こちらあたりの改良計画なんですけれども、こちらは県道で

すので、県のほうにお伺いしておりますけれども、こちらの狭くなってるところ、こち

らは道路再生改良事業という事業によりまして、今年度、測量と設計に着手をしている

というふうに聞いてございます。 

 この事業につきましては、この狭い部分と、山陽オイルの南側にある埋立地、こちら

のカーブが少しきつくなっておるんですけども、こちらのカーブの是正、この２カ所を

あわせて、測量・設計に着手しているというふうに聞いてございます。 

 これも、予算次第というふうに聞いておるんですけども、できるだけ早期に工事のほ

うに着手してまいりたいというふうに聞いております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  私、自転車に乗るんで、コースは全部、何回か走っておるん

ですけど、高祖地区のあの地区の道路のことなんですけども、沖美の議員さんはわかっ

ておられると思うんですけども、国道４８７へ昇格するときに、沖美をぐるっと回る経

由、沖美町は沖美町をぐるっと回って国道をということであったんですけど、最終的に

は沖美を通らずに、能美町から津久茂の瀬戸を通って、国道４８７になったわけなんで

すけど、そのときのやりとりの中で、主要県道として沖美の是長、裏っかわのほうも、

高祖を含めて整備をするという約束になっていたと、私は聞いております。その後も、

私が市長になりまして、県へ何度か、あの裏の道路を非常に自転車で走っても、曲がっ

て危ないんです、狭いんで。何度か、県のほうへもお願いをしましたけれども、結論か

ら言いますと、現在進行中の高祖地区の整備が終わらないと、新しいとこへはかからな

いという、実は、返事で、何とか高祖地区の、現在はもう残りは少しになっておるんで

すけど、あっこを片づけない限りには、裏っかわの高祖の是長のほうへはかかれないと

いう県の返事なんで、なかなかそれ以上整備が進まないというのが、向こうの主要県道

の整備状況でございます。 
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○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  続いて、宮ノ原幸ノ浦線、ここはサイクリストが上がってき

て、まず、あそこを通る道でございます。それで、あそこの、建築部長さん、幅員を、

あれかなり狭いところがあるんですよね。それを、ちょっと数字を教えてください。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  市道宮ノ原幸ノ浦線の状況ですけれども、こちらの

市道の延長ですけれども、まず、道路延長は６，８１８メートルございます。一部は、

昔、道路災害防除工事ということで、一部は２車線にしてございますけれども、４メー

ター未満の幅員になってる区間が、まだ、１，２４０メートルほど残っております。こ

ういった現状になっております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  ここに、青少年交流の家、宿泊客が１２万３，０００人と聞

いております。そこの中で、サイクリングコース、これが１として、青少年交流の家か

ら大須方面に行くようなルートになっております。ここの中に、このルートは道幅が狭

く、見通しが悪く危険であるというふうなのを載せております。 

 このような状況の中、江田島市として、市道は県がやる工事ではございません。市が

施行主体となってやらなければいけないんですが、知らないところへ来て、こういう狭

い道を走る。４メートルでしたら、自転車が走りよって、その隣を追い越すということ

はできません。それに、青少年交流の家に宿泊された方は、何十名という人が列をつく

って行っております。出会いになればわかるんですが、後から追っかけていくほうは、

なかなかクラクションを鳴らすわけにもいきませんし、大変苦労いたします。 

 このようなことを、江田島市として改良するような計画があるかどうか、これは市長

さんにお願いしたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  私も、しょっちゅう、月に１回、２回必ずあの路線を通りま

すんで、幅員とかカーブの状況とかいうのは把握しております。 

 ただ、正直言いますと、そういう青少年交流の家にたくさん来て走るときには、非常

に危険なということもあるかもわかりませんけど、１人が走る場合には、そんなに実は、

正直言いまして問題はありません。 

 ただし、あっこの道路の状況を見ますと、間知石、いわゆる昔の間知石で、護岸をつ

いておるところが、実は非常に多いんですよ。コンクリでやっておるんじゃなし、間知

石で。ですから、近い将来必ずあの道は、パッチングするなり幅員を広げるなりをする

必要が、近い将来必ずありますんで、もう私は、いつも副市長らと、本気半分、冗談半

分で５０年ぐらいの計画立てて、必ず５０年たてばどこの道路も、多少手入れをしたり、

全面的にやりかえたりする時期が、必ず５０年ぐらいの間には来るんで、そのときに、

埋立申請へかからん程度に目いっぱい広げてもらえば、その広げたとこは自転車が楽に

通れると、サイクリストにとっては、非常に走りやすい道路になるんでということを、

いつも言っていますんで、市が管理する部分については、できるだけ早く検討をして、
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議員が言われるように、危険性を除去することが、また、青少年交流の家など利用アッ

プにつながりますので、ぜひ、検討をしてみたいというように思います。 

○議長（山根啓志君）  残り４分です。 

 ８番 吉野議員。 

○８番（吉野伸康君）  ５０年と言わずに、５０年したら私ら死んでおりますよ。現

在は、畑のほうも荒廃地となっておるとこが多いんですよ。用地の確保もかなり、見や

すいと思います。 

 時間も来ましたので、最後の締めとして、最後に、１次産業について、いろいろと質

問させていただきましたが、本市の重要な課題は、少子高齢化による人口の減少である

ことは明白でございます。市においては、第２次総合計画や総合戦略などを策定され、

課題克服に取り組まれると思いますが、１次産業の活性化が、新しい産業の創出と若者

雇用対策になることを期待しております。 

 田中市長も２期目、最後の予算編成となるわけでございます。これらの事業、しっか

りとした施策展開が図られるような、予算を確保していただきますようお願いをいたし

まして、以上で私の質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（山根啓志君）  以上で、８番 吉野議員の一般質問を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １１時３５分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時２３分） 

                           （再開 １１時３５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ３番 上本一男議員の発言を許します。 

○３番（上本一男君）  ３番、上本一男。通告により、一般質問をさせていただきま

す。 

 登山道の整備状況ということと、沖野島ホテル開業に向けてのインフラ整備について

お伺いいたします。 

 まず、登山道の整備について。 

 現在、本市を訪れる観光客の中でも、サイクリストの増加は目覚ましいものがあるが、

同時にハイキング、登山グループも増加しつつある。本市の自然を楽しむ観光振興策の

１つとして登山マップも作成し推進されているが、六峰の登山道の整備状況についてお

伺いします。 

 ２点目、沖野島ホテルの開業に向けてのインフラ整備について。 

 平成２８年５月から、沖野島に温泉施設を開業する会社があると聞いております。江

田島市が今まで、企業誘致を必死になっても、なかなか江田島で起業する会社がなかっ

たのですが、向こうから、来年度からホテル事業をやりますと、手を挙げてくれる企業

があるということは、非常にうれしいことでありますが、アクセスの問題、沖野島橋と

いうのかどうか、ちょっとよく知らんのですが、までの深江側の道路を渡ってから、Ｎ

ＴＴの上のゲートまでの上り道路、あそこが非常に悪いと思います。これは、大柿町時

代からの課題であったのであろうが、抜本的に整備する必要があるのではないかと思い
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ます。 

 江田島市は、沖野島ホテルの開業に当たり、インフラ整備をする意向があるのかどう

か、そのあたりを聞かせていただければと思います。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  登山道の整備状況についての御質問にお答えいたします。 

 本市の観光振興策の１つとして、市内の六峰は、議員御指摘のとおり、貴重な資源で

あると考えております。 

 登山道の整備についてでございますが、現在、本市で登山道にかかわる林道は、２４

路線で、総延長が約４９キロメーターあります。古鷹山、クマン岳以外は、林道を利用

して山頂まで車で到達することができる状況となっております。これらの林道の維持修

繕については、区間が広範囲に及ぶため、財政的な制約などもあり、計画的な整備につ

いては苦慮しているところでございます。 

 現在、新たな整備の取り組みとして、ひろしまの森づくり事業により、山頂付近の放

置森林整備や保全活動を実施しておりますが、今後も、地元地域団体や企業の協力を得

ながら、維持管理に努めてまいります。また、林道以外の山頂につながる登山道につき

ましては、イノシシの被害で道が荒らされている場所も見受けられており、このような

箇所については、早急な対策を講じてまいりたいと思います。 

 次に、企業誘致に係るインフラ整備についての御質問にお答えいたします。 

 本市の企業誘致に係る優遇制度として、産業の振興と雇用機会の拡大を図るため、企

業立地奨励制度があり、現在までに３企業から申請があり、指定しているところです。 

 インフラ支援については、進出企業の事業内容によって、また、市の将来施策、周辺

の地理的条件、周辺住民の生活環境等により、個々の案件で行政の支援すべき内容は異

なってきます。その都度、公益性や進出企業の地域貢献度等の状況を勘案しながら、総

合的に判断するものと考えております。 

 議員御指摘の、こうした民間企業の事業が実現すれば、地域の活性化に大きく貢献し、

雇用機会の拡大も期待でき、できる範囲の支援を検討してまいりたいというように思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  サイクルロードの件から、質問させていただきます。 

 今、江田島では六峰と言うて、観光誘致しようと思って、山をいろいろ開発して頂上

まで行けるようにしてますけど、六峰、一応このたび、あれしてもろたんですが、江田

島町のほうから行くと、クマン岳、古鷹山いうのがあって、クマン岳のほうは、どうに

か整備されておると思います。それから、古鷹は登山道が６本あるんですが、あそこが

江田島市で一番、山へ登る人が多いじゃろうと思うんですが、６本皆、登山道が整備さ

れてないと思います、大体。 

 それと、今度は大原へ移りまして、陀峯山も行くんですが、陀峯林道ですよね、あれ
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は車が頂上まで上がるんですが、やはり両サイドの草は、車に草が当たったり木が当た

ったりで、余りやはり整備されていないです。そこも、頂上に上がれば３６０度見られ

て、非常にいいあんばいじゃろう思います。 

 今度は能美のほうへ行きまして、真道山は、頂上から５０メーター下ぐらいまで車が

行って、そこから上がっていけるんですけど、真道山は２本ありまして、３メーターぐ

らい石段で上がっていく分は結構ええんですが、いよいよ登山道という分は、ちょっと

あそこはやはり、整備すればいいかなと思います。 

 今度、沖美の横へ行って砲台山、やはり景色がいいですし、あそこが大体一番、砲台

跡というような史跡があるもんで、ちょっとあそこのほうが一番、整備されておるんか

なと思います。 

 最後に野登呂なんですが、野登呂はやはり、頂上から５０メーターぐらい下まで行け

ますけど、あそこは全然、あれから頂上まで上がる道のように整備されてない。あそこ

は、頂上まで登っても、全然、周りの景色が見えんですね。これはやはり、僕は、あそ

こをどうにか開発する方法はないんか、まず、その辺からちょっと聞かせてください。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  新たな登山道の開発とかいうところは、今のところ、計

画はございません。 

 議員おっしゃるように、登山道とか林道等の草が伸びてきたり、施設がイノシシ等に

荒らされたようなところがございます。その辺は、危険なところは早急に、対策を講じ

てまいりたいというふうに考えております。 

 維持管理につきましても、広島県の森づくり事業等を活用しながら、維持管理に努め

てまいりたいというふうに考えております。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  僕が何でそういうことを言うかといいますと、この間、９月

のときのサイクリングロードじゃないんですが、やはり観光客がふえてきてると思うん

ですよね。それから、登山する人も多いんですよ。登山言うて、山へ登る登山言うたり

しますけど、トレッキングとかハイキングとかいろいろ言い方ありますけど、見やすい

とこは、この島は小さい島でええかげんなところまでは、自転車、車で楽に行かれるん

ですよね。これを、もうちょっと整備してやれば、まだ山登りのお客、山へ登れば大体

３６０度、皆、六峰のうち五峰は３６０度見えると。悪いんは、野登呂だけなんですよ。

それを整備すれば、まだ僕は、もうちょっと伸びる要素があると思います。それを、ち

ょっと考えてもらって、どうにかあそこも、１回、野登呂へ登ってみられちょったらえ

え思うんじゃが、あそこからは黒神、岩国、ずっと一番高い山ですけんね。あれをもう

ちょっと、行政のほうで開発できんかと思います。これは、僕の希望であれなんですが。 

 それと、僕は、何をきょうは登山道整備というようなことで言いたいかいうたら、江

田島市でやはり一番の顔は、やはり古鷹山じゃろうと思うんです、山で言えば。兵学校

とやっぱり連動しておる。これを、もう少し整備せんにゃ、これはうまいことならん。

やはり、例えば僕らが家へお客を迎えるにしても、やはりきれいにするでしょう。それ

と一緒で、我が家に山登りのお客が来るのに、やはりそれは、きちっと行政の民間ボラ
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ンティア等が整備するべきなもんですが、行政のほうで、今、各山の維持管理、それは

どういうようになっておりますか。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  山の管理といたしましては、林道関係が中心になろうか

と思いますけども、年に一、二回、林道の草刈り等を、環境美化作業員等を、今、市の

嘱託員、臨時職員でございますけども、それを活用したり、シルバーセンターとか等を

活用してから維持管理を行っております。 

 事業費といたしましては、平成２６年度では江田島地区においては１２９万円、能美

地区については２５７万円、大柿町に関しては１８２万円、沖美町に関しては３６９万

円、これらを支出して管理しております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  今は、聞いたとこによると、江田島が１２９万円、沖美の砲

台山が三百何万円と言われましたよね。古鷹は何で、そういうような維持管理費が少な

い、その辺ちょっと教えてください。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  路線の延長とも関係すると思いますけども、それと、広

島の森づくり事業の関連した整備も含まれておりますので、若干その辺の、各地区によ

っての差がございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  それと、各山に対して、僕は砲台山のほうは、各地域のボラ

ンティアの方が、年に何回かされよるようなんは聞いたことがあるんですが、よその山

ではそういうような、どこぞがやりよるとか、ボランティア活動をされよるとか、ああ

いうようなのはないですかね。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  ボランティア団体による、林道等の清掃、維持管理活動

の実績といたしましては、昨年度、発足いたしました江田島トレッキングクラブ、これ

が不定期的に、古鷹、クマン岳を中心に清掃活動を担っていただいております。また、

海上自衛隊第１術科学校の、これは三高のほうになるんですけども林道の清掃活動、そ

れとか、先ほど申しました広島森づくり事業で、企業による保全活動、これらの実績が

ございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  でもね、あれはあそこの山等は、管理部局というのはどこに

なるんですかね。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  山林部門につきましては、産業部になります。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  ならね、やはりああいうとこ、年に１回か２回は行って、や

はり山が今、どういうような状態になっておるか、やはり見ていくべきじゃろうと思い
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ます。でないと、やはり車で１００メーター下ぐらいまで来られて、それから登ってい

くんですが、やはり草ぼうぼうで、なかなか上がれるような状態じゃない。それは、や

はり来年春から、どうせ１０月ぐらいまでいったら、やっぱり草が生えますからね、今、

枯れておっても、あまりええことになってない。これは、やはりもうちょっと整備する

ようにはしてもらいたいです。 

 それと、これは市長から聞いてみますが、市長はトイレは和式ですか、洋式ですか。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  トイレがどっちかという、自宅のほうは当然、今のことです

から、ウォシュレットであるような洋式になっております。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  僕も、もちろん和式じゃない、洋式なんですが、今、あそこ

の古鷹のことばかり言うんですが、あそこはトイレがありますよね。あれは、今、ここ

の方で和式やられよる方、おられますか。和式のトイレに行かれる人、なんじゃったら

手を挙げてみてください。あれは、今でしたら、僕らの場合、５分、座っとけ言っても、

やねこいですよ。やはり、お客を迎えるとなると、まずはそういうような、例えば休憩

したいというような方でもね、簡単にトイレへ入れるようには、これはせんにゃいけん

思うんですよね。確かに、庁舎の中とかそういう建物の中は、徐々に変えていってます

けど、やはりああいうような公共的なトイレとかいうのは、やはり気持ちよく入りたい

と思えば、僕ら見て、洋式と和式があったら、どうしても洋式のほうへ行きますし、和

式和式じゃったら、次、行こうかいうようになりますけんね。その辺、これはちょっと

考えてもらいたいと思います。ちょっと、その辺どんなですかね。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  観光資源の１つとして、トイレの整備をしてはどうかと

いう御質問であろうかと思いますが、それぞれ、限られた財政の中で事業の組み立てを

させていただいております。例えば、先ほど産業部長のほうから答弁がありました、年

に一、二回の林道整備に係る予算が、１，０００万円をちょっと切るぐらいのお金がか

かっております。これを、観光客の皆さんのために、もっと整備をするべきであろうと

いうことであれば、１，０００万円が２，０００万円、３，０００万円とふえてまいり

ます。 

 その一方で、地域の皆さんが生活していただいてる、生活道路の維持補修に係る予算

も必要になってきますけれども、そのときに、地域の皆さんから要望がある里道であり

ますとか市道の維持補修にお金をかけるべきであるのか、それとも、観光客の皆さんが

来ていただける林道の整備にお金をかけるべきであろうか、または、観光客の皆さんが

使っていただくトイレにお金をかけるほうがいいのか、市民の皆さんが使っていただく

児童公園のトイレを整備するのがいいのか、限られた財政の中で、私たちは優先順位を

つけながら、整備をさせていただいております。 

 そのときに、１つの指標になるのは、市民満足度の高いまちづくりというのは、本市

は掲げてやっておりますので、市民満足度の高いまちづくりを目指すときに、その中で、

市民の皆さんが重要と考えておられる施策、ここに重点的に財政は振り当てていくべき
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であろうというふうに考えておりますので、財政を預かります総務部としましては、ま

ず、１つの指標であります市民満足度のアンケート調査の結果、または、市民の皆さん

が重要と考えていただいている施策、満足度がどの辺に不足しているのか、そういった

ところを勘案しながら、財政については振り分けていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本一男議員。 

○３番（上本一男君）  わかりました。 

 山本さん、でもね、そういうことを言いよったら切りがない。今、市民と行政の協働

のまちづくりということは、そういうことではない。市民は、どうにかええがにしてく

れと頼むと。できることは行政側がやると。今度は行政が、僕が言うことは、山のこと

を今、特化して言いよんですけど、行政も、例えばボランティアはいっぱいおるじゃけ

ん、協働のまちづくりと言うぐらいなら、やはり頼みゃあいい。ああいうことは、一々

土建業者使ったり、シルバー使ったりせんでもいい、そういうようなグループがいっぱ

いあるんじゃけん。今、江田島市は大変じゃと、銭がないんじゃと。順番、どっからや

りゃええんか、確かに、トイレはあなたの場合行きますか、行かんじゃろ。ほんなら必

要ないじゃん、あのトイレは。誰も行かんのじゃけ、草ぼうぼうじゃけん。ああいうこ

と言うとね、順位がありますとかそういう問題じゃないじゃろう。要は、あそこを行政

側が住民に頼めばええ。山登りされるお母さんら、こうこうこうでねと。山本さんなん

かが頼んで行きゃええんよね。どうにか助けてくれんさいや、銭がこれだけしかないん

だと、トイレ直したいんじゃと、あれやりたいんじゃと。頭使えば、何ぼでもできるじ

ゃない。僕が言いたいのは、ただ、せん方向に動くけん、僕は嫌いなんよ。僕は、これ

で言うたら、これは山本さんがああいうことを言うけん、ちょっと言わせてもらうけど、

９月のとき、僕はサイクルロードのことを言うたんよね。何でもあのとき、市長が、僕

は国道べり自転車で走って車で乗っても、日本全国どこでも一緒なんじゃがね。国道を

車で通ってみんさいや。歩道と車道の間、ペンペン草がどこでも生えてる。ここは小さ

いすごい島で、そういうことを、僕はボランティアに頼めということを言うたんじゃけ

ん。お金はないことはわかっとんじゃけん。今は、市民と行政のまちづくりと言いよん

ですけんね、行政が頼めば、やあ、それはだめじゃと言うて、なかなかよう言わんのじ

ゃけ。頼んでみなさいや。市民が頼めばせんでしょうが、大体。予算がないとか何とか

言うて、そがいなん言いわけになりゃせん。ちょっとそれを、僕は考えてほしく、今、

言いました。山本さんが、どうこう言うんじゃないんですが、たまたまそういうような

順位とか言われましたけん、あれなんじゃが、そういうことをもしもずっと言うてくる

んなら、今度は一般質問できんようなるけんね。少しでも、市民のみんなのことを思っ

て、前向きの方向で動かんことには、こがいなことをやってもパフォーマンス、遊び事

です。その辺を考えてください、この件はこれで終わります。 

 それと、今度、沖野島の件なんですが、僕が聞いた範囲では、来年の９月ごろからあ

そこを開業するということを聞いたんです。まず、その辺からちょっと、行政の知って

おる範囲で教えてください。 
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○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  市のほうに、開業をされるに当たって、その開業にかか

わる業者さんのほうから、道路が悪いと、何とかならないのかなというふうな問い合わ

せがありました。そういった関係で、情報を知り得ております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  これ、僕は、何でこういう、このことに関して質問しようか

と思ったのは、今、江田島市は企業誘致策、どこかええとこ、企業が入ってきてくれれ

ば仕事ができるんで、そこへ雇ってもらえると。何か大きいとこはないか、僕も考えま

すし、市長らも必死になって考えておる思うんです。それでも、来てくれんのじゃね、

今。現実に、ここ一、二年、進出した企業、企業誘致策とかありますけど、実際にどう

いう会社が来たんか、ちょっと教えてください。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  今、進出企業とおっしゃいましたけども、企業立地の奨

励事業の制度を活用した企業が、今、３社ほどございます。大君のほうの機械加工の企

業、それとオリーブ関係の企業、それと南工業団地の中の工場増設といった形の、これ

企業進出ではございませんけども、そういった企業のほうから奨励金の申請がございま

した。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  よそから江田島市に企業が入ってくると。そのときの奨励策

というのは、どういうようなのがあるのか、ちょっと教えてください。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  企業立地奨励制度の概要を申し上げます。 

 まず、投下資本３，０００万円以上の工場等、これは製造業になるんですけども、と

か、宿泊事業等の事業者が、３名以上を雇用した場合に、固定資産税の相当額を奨励金

としてお支払いすると、５年間。 

 それと、雇用者１名につき、これは１回限りでございますけれども、５０万円の奨励

金を支払うという制度がございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  固定資産税の公的な免除があるということよね。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  免除ではございません。一旦、固定資産税を支払ってい

ただいて、それに相当する額を、奨励金として支払う制度でございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  わかりました。 

 それと、それら進出企業が入ってきた場合、雇う従業員に対して補助金を出すという

ことを、今、言われましたよね。今は、現実にそれを受けた会社というたら、３社ある
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んですね。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  ３社のうち、まだ支払った実績はございません。今年度、

その３企業のうち、１社に支払う予定でございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  それと、僕は９月の議会のとき予算で、あそこにオリーブ館

が大君にできよるじゃないですか。あそこへ、大君小学校跡地のオリーブ加工所への進

入路整備工事で、工場側と地元民の双方が使用する予定ですと。あそこは、市の予算で

道路をちょっと整備したと思うんですよね。そこの費用は、どれぐらいかかったんです

か。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩します。 

                           （休憩 １２時０４分） 

                           （再開 １２時０４分） 

○議長（山根啓志君）  休憩を解いて、再開いたします。 

 沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  平成２６年度と今年度、２カ年にわけて事業を行ってお

ります。平成２６年度は２２９万９，３２０円、今年度は８２万８００円というふうな

事業費でございます。 

 内容は、昨年度は進入路の擁壁工事やら、路盤工事、それと工事期間中、重車両が通

りますので、舗装と門扉等を、今年度にわけて発注して行っております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  ということは、３００万円ちょっと、あそこのオリーブ館の

周辺のインフラ整備、道路整備したということじゃろうと思うんですよね。 

 今度は、沖野島になるんですけど、僕が今、聞いておる範囲は、あそこで温泉が出て

おる、ラドンがね。それが、僕も大柿町史を借りて読んだんですが、昔、あそこはツバ

キ公園があったみたいなんですね。そこから昔、大正ごろですか、１日３，０００人か

４，０００人の湯治客が来よったと。まさか、そんなばかなことはなかろうと思うんで

すが、史書へ大柿町史、そういうことを書いておる。これは、ほんまにあそこで温泉が

出たんじゃろうということで、僕は納得したんですが、何でほんなら、あそこが閉鎖に

なったんだ。ならね、兵学校が関係しとんですけど、この島には若い女がおらんと、昔

ですよ。どういうことかというたら、兵学校をあそこへ引っ張ってくるのは、天然の良

港があって、あそこは湾中でいかりも落とせると。それから船で町、宇品のほうから江

田島へ来ると。来たら、年寄りしかおらん。ほんなら今、東京築地のほうで、日本を守

ろうかいうようなそういう偉い人を集めてやるのに、この島じゃったら年寄りしかおら

んということは、何ぼでも勉強できるじゃんというようなことで引っ張ってきたみたい

なんですね。ほんなら、そこへ温泉が湧いたと。ほんなら、夜に行って一杯飲んで、若

い人も女の人も来られると。そがいなけりゃ、勉強できんというて、国策で潰したみた

いですよ。 
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 そういうことがあって、このたび温泉が出たんですが、これを調べたらあそこはラド

ン温泉なんですが、僕が聞くところによると、１８０マッヘのうちに、ラドンをはかる

単位がマッヘとか何とか言いよります。これネットで取ってきたんですが、日本を代表

する５つのラジウム温泉と書いておるんですけど、秋田に１つと、新潟、山梨、鳥取の

三朝と関金温泉というんが、日本の５大ラジウム温泉ということになっておるんですが、

この三朝が１４２マッヘです。ここは１８０マッヘぐらいある。それも全部を、あのホ

テル、五右衛門風呂でやろうということを言う。４０ぐらい五右衛門風呂を据えて、そ

れでやろうと。 

 これは、僕は一番に思ったのは、必死になって江田島市がやっても、要は来てくれん

のでしょう。あの人が潰れようとどうしようと、関係ないんじゃが、僕が言いたいのは

アクセスなんよね。今の状態で、何ぼ企業努力しても、陸から言うたらまず難しいでし

ょう。生き残るというたら、やはり海のほうから船、チャーター便を雇うとか何とかし

てやらんとだめじゃろうが、僕はあそこを総合的にインフラ整備、今、言うたように、

深江から入るのを抜本的に解決することと、入ってからあそこの上りゲートまでのあの

道、あれはやっぱり行政が一方的にやっぱりやるべきじゃろう。何で僕がそういうこと

を言うかというたら、要は、その会社は潰れれば民間じゃけん、潰れてもええんですよ。

ええんじゃが、インフラ整備というのはどうやっても、市がやらんにゃいけんし、やる

ことによってうちの財産として僕は残る思うんですよね。 

 それと、今から３０人、４０人雇うというて聞いておるんですが、ならね、それぐら

い人を雇ってくれるということは、やはり一生懸命やろうとしよんですが、行政が今、

悪いアクセスの状態を、こうこうこうで何年後には直しますけんと言うたら、力の入れ

ようの度合いが違う思うんですよ。今、今度またロッジのほうと絡むんですが、ロッジ

が、やはり市長が言われるように、来年の３月で一応、結論を出すと言われておるんで

すが、今、要は、江田島市にはホテルというホテルはないんですよね。来年、４月か５

月には、１つのああいうようなホテルができるということは、やはり行政としてある程

度の後押し、バックアップがあれば、やはりやる人も違ってくるんじゃないかなと思う

んですが、その辺はどんなでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  あそこの会社が、ＭＵＧＥＮという会社の名前なんですが、

直接、会社から市のほうへはアプローチはありません。あそこのいろんな、今までリニ

ューアルしたとか、そういった工事をされた業者さんが、いろいろ情報を提供していた

だいております。 

 ただ、この前もちょっとあの現場へ行って、あっこのホテルで食事会が、実はありま

した。そこでは、そんなにこうするとかああするとかいう話は、実は一切なしで、ただ、

することの、簡単に言えば、やることの意思というんですか、そういったものを見せて

いただいたようなことで、具体的な内容のことには何も細かいことは聞いてないんです

けれども、大ざっぱなことは、また別のルートで話を聞いてますんで、実現できれば非

常にありがたい話だなというように思っております。現実に、何名かの女性の方も、ど

うも正社員として新規に雇用されておるんで、もうほぼ、実現できるんじゃないかとい



 

－８２－ 

うように思っておりますので、私の気持ちの上ではもう、あっこで計画どおり物事が立

ち上がって進むという気持ちで、市としての対応をしていかなければいけないと思って

おりますので、これは、あの会社だけの問題ではなしに、隣にヨットハーバーもありま

すので、そういうアクセスというんですか、道路の改良とかについては、沖野島の主に

この２社の対応のことを考えても、どうしても道路の改良というのは必要なんで、議員

が言われるように、あの会社に限ったことではなしに、あの地区のことを思えば、考え

れば、どうしても道路の改良は必要となってます。 

 ただ、何十年前から、このアクセス道路については用地のことで、どうしてもうまく

行ってないんですよ。多分、なかなか簡単には行かんと思いますけど、先ほど、前の吉

野議員さんの質問の中にありましたように、用地が絡みますとどうしても片づかないと

いうようなことがありますけれども、相当の時間がたっておりますんで、できたらちょ

っと地主さんへアプローチも必要じゃないかと思っておりますけれど、いずれにしても、

非常に大変ありがたい話なんで、議員が言われるように、できるだけの範囲で、市も協

力をしていきたいというように思います。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  すみません、ありがとうございます。 

 調子げにそういうこと言うたんですが、今は議員も必死になって、きのうの酒永さん

にしても胡子さんにしても、どうにかみんなが、どうにか江田島市を前へ進もう、どう

にかええ方向に行こうというぐあいに努力してるんですから、それをやはり行政サイド

のほうも、行政のほうの応援できることは、言うたけんじゃのうて、できることは何が

どうやってやったらよくなるかの、応援できるかのということを考えてもろうて、やっ

てもろうたらええと思います。 

 ちいと、調子げに言うたんですが、市長、行政の皆さん、ひとつよろしくお願いしま

す。これで終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、３番 上本議員の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １３時３０分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １２時１４分） 

                           （再開 １３時３０分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第２  同意第４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２、同意第４号 公平委員会の委員の選任につき同意

を求めることについてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、同意第４号 公平委員会の委員の
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選任につき同意を求めることについてでございます。 

 平成２７年１２月１５日で任期満了となる、公平委員会の委員小地原 巧さんの後任

として、次の者を公平委員会の委員として選任したいので、地方公務員法第９条の２第

２項の規定によりまして、議会の同意を求めるものでございます。 

 選任したい方は、住所が、江田島市能美町高田○○○○番地、氏名が、砂堀正治さん

です。昭和○○年○○月○○日生まれ、６７歳でございます。 

 砂堀さんは、人格が高潔で、地方自治の本旨及び民主的で能率的な事務の処理に理解

があり、人事行政に関し識見を有する方でございます。 

 何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本件は、こと人事に関することでありますので討論を省略し、直ちに起立により採決

を行います。 

 本件は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本件についてはこれに同意することに決定いたしました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

                           （休憩 １３時３１分） 

                           （再開 １３時３２分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 それでは、説明員として企画振興課長、交流促進課長、政策推進課長を入場させます

ので、暫時休憩いたします。 

                           （休憩 １３時３２分） 

（説明員入場） 

                           （再開 １３時３２分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

日程第３  議案第６５号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第３、議案第６５号 江田島市灘尾弘吉先生顕彰像等維

持管理基金条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第６５号 江田島市灘尾弘吉
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先生顕彰像等維持管理基金条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 本市における教育の振興を図るため、現行条例の一部を改正する必要がありますので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  それでは、議案第６５号について、説明いたします。 

 議案書５ページに改正条文を、６ページに参考資料として新旧対照表を添付しており

ます。 

 改正の内容は、議案書６ページの新旧対照表で説明いたします。議案書６ページをご

らんください。 

 現行条例は、灘尾弘吉先生顕彰像及び灘尾記念文庫を維持管理するため、旧大柿町が

設置したものを、本市が引き継いだものでございますが、この基金を本市の教育行政の

推進に必要な事業の財源に充てることができるように、条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

 右が現行条文、左が改正案で、改正部分を下線で示しております。 

 まず、一番上、題名でございます。現行の「江田島市灘尾弘吉先生顕彰像等維持管理

基金条例」を、「江田島市灘尾弘吉先生教育振興等基金条例」と改めます。 

 次に、中ほど、設置についてでございます。第１条中、「維持管理する」を「維持管

理及び本市における教育の振興を図る」に、「江田島市灘尾弘吉先生顕彰像等維持管理

基金」を、「江田島市灘尾弘吉先生教育振興等基金」といたします。 

 次に、処分についての、第５条中第４号を第５号とし、第３号の次に第４号として

「本市の教育行政の推進に必要な事業の財源に充てるとき」を加えるものでございます。 

 議案書の５ページをお願いします。 

 下から２行目、附則といたしまして、「この条例は、平成２８年４月１日から施行す

る。」としております。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  お尋ねしますけど、ここの５ページの４ですよね、本市の

教育行政の推進に必要な事業の財源に充てるときとなっておるわけなんですが、具体的

にはどういうふうな、どのようなことを考えておるんかお尋ねしたい。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  現在、平成２８年度の事業として想定をさせていただい

ておるものにつきましては、平成２８年１月に、本市にある広島県立大柿高校が、台湾

にあります高等学校と姉妹校を締結する予定としております。同校から、平成２８年度
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以降の姉妹校生徒交流に係る経費の支援の要望をいただいておりますので、これが、ま

ず一番目の事業として、江田島市のふるさとを学ぶ事業、または、江田島市と縁のあり

ます交流をつなげる事業というような観点から、まず、平成２８年度については、該当

する予算として、現在のところ考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  いやいやそれはね、この前の全員協の中に出ておったから。

ただ、台湾の生徒が来るのに４０万円ほど使うということになっておるわけなんじゃけ

ど、そうじゃなしに、ここは本市の教育行政の推進に必要な事業の財源、ほかにもいろ

いろあるんじゃないかと思って、より具体的に、台湾の部分はもうここに書いておるか

らええんですよ。具体的にこれから、灘尾基金が見ると４，４００万円ほどあるんじゃ

けど、それをどういうふうに有効に、この江田島市の教育を発展させていくというんか、

子供たちが将来、江田島市の必要な財源になるわけじゃけ、具体的にどういうふうなこ

とを、江田島市としては考えておるんかというのを聞きたいんです。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  具体の個別な事業というものは、現在のところございま

せんが、想定しておりますものは、江田島市の総合戦略に掲げております、これから江

田島市では、縁という言葉を１つのキーワードとして、江田島市に縁のある人について

の学習でありますとか、教育委員会のほうでは、ふるさと教育にこれから取り組むこと

としておりますので、そういった地域、郷土を愛する心を育てる事業、または、ふるさ

とと縁をつなぐことができる事業、そういった事業に活用できればというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  教育的資金として使えるようにするというのは、私は、いい

かなと思いますけれども、ただ、本質は逸脱をしないようにしなければいけないんじゃ

ないかと。これは、あくまでも江田島市灘尾弘吉先生顕彰像等の維持管理基金でござい

ます。その本質を逸脱して、教育的な、幾ら教育だといっても、それはもし必要な分は、

他の基金の利子を使ってやるとか、そういうことをやるだけであって、これについては

やっぱり、本質を逸脱しないようにしてもらいたいと思います。 

 それと、平成２８年度で大柿高校のほうへ向いて、これを支出予定ということになり

ますが、大柿高校としては、この公金４０万円の受け皿は、どのように考えておられる

んでしょうか。それは、確認されておりますか。というのが、公金ですので、例えば大

柿高校が同窓会であるとかいうような、任意の会計をもっておりますね。そこへ、向い

て入れてもらったら、これは公金だから困るんですよ。あくまでも、大柿高校は県立高

校です。県立高校の予算でもってやっておるんですから、県が指定された、例えば歳入

の項目の中へ向いて、これ４０万円が、私は振り込まれるのが妥当だと思うんですが、

そこらあたりはどのように思っておられますか。 



 

－８６－ 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  ただいま、２点の御指摘をいただいておると思います。

本来の基金が設置した趣旨を逸脱しないように、たとえ教育というものであろうとも、

幅広に使うものではなくて、これは灘尾先生に縁のある事業、または、これから郷土を

愛することができるような、そういったふるさとに縁をつなぐような事業、先ほど答え

させていただきましたが、そういった限定したもので、基金については活用するべきも

のというふうに考えておりますし、本来、教育予算のほうで掲げるものの事業について

は、そちらのほうの事業で、きちんとした予算の手当をすることが、本旨であるという

ふうに捉えております。 

 ２点目の会計の処理についてでございますが、指摘していただいたように、任意の団

体にお任せするものということではなくて、現在、大柿高校の魅力アップ事業というよ

うな形で、大柿高校を支援するような形の事業予算を教育委員会のほうでも計上してい

ただいておりますが、そのようなものと同じように、公金として適正に取り扱うよう、

図っていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  このたび、灘尾先生の顕彰費維持管理基金条例を、江田島

市の教育行政に資するものに支出するということで、条例名も改正されるということで

あります。 

 一応、この維持管理の部分におきましては、ここの条例のとこにちょっと出てないで

すけども、省略されてますんでね、いわゆるタイムカプセルのあけるのが、平成３０年

代であったと思うんです。そこに、ここの基金からの費用をみてると思うんですけども、

要は、何が聞きたいかというと、これから例えば平成２８年度が、大柿高校の台湾の姉

妹校との交流に、年４０万円というお話でございます。それでは、まずは、最低限必要

なもともとの本来のもので、どれぐらい予算を見込まれてるのか。要は、その残りの部

分でそういったこれからの、今回、追加する項目について支出されるということなんで

すよね。そこら辺のところを、どういうふうに見込まれてるのか。 

 将来的に、今度やはり、例えば年に４０万円、ずっと毎年続けて１０年で４００万円

になりますけども、今後この基金にどのようにこれをまた繰り入れていくのか。これが、

いわゆるふるさと納税の寄附金をここに充当していくのか、どんどんどんどん毎年使っ

ていくと、目減りしていくわけですよね。この４，４００万円の今の平成２６年度末残

高の利子じゃ、多分、どんどんどんどん減っていくはずなんですよ。そこら辺、今後ど

ういうふうに積み立てをしていくのかなというとこを、ちょっとお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  これまで支出しておるものといいますか、本来の目的で

使わせていただいておるものについては、顕彰像の維持管理について、年１回の清掃作

業をしていただいておりますことと、顕彰像が年々、劣化してまいりますので、それを
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磨いていただいております。そういったことに、おおむね１６万円程度、年間使ってお

ります。そして、歳入のほうとしましては基金の利息のほうが６万円程度、入ってきて

おりますので、１０万円から９万円ぐらいが、毎年、目減りをしているというような状

態で来ております。 

 まず、平成２８年度に台湾との姉妹縁組に係る経費について、大柿高校の活動を支援

させていただくこととしておりますが、次に支出の予定がありますのが、先ほど議員御

指摘いただきましたように、タイムカプセルの開封年次が平成３０年度となっておりま

すので、そこでの支出が見込まれております。現在のところ、支出が見込まれておる事

業が、この２事業となっておりますので、今後、この基金への繰り入れについては、そ

の支出の状況などを勘案しながら、検討してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第４  議案第６６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第４、議案第６６号 江田島市税条例の一部を改正する

条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第６６号 江田島市税条例の

一部を改正する条例案についてでございます。 

 地方税法の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 内容につきましては、市民生活部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  それでは、議案第６６号について説明いたします。 

 議案書８ページをお開きください。 

 内容については、８ページから１５ページに改正条文を、１６ページから２１ページ

に新旧対照表、２２ページに参考資料として、江田島市税条例の改正要旨を添付してお

ります。 

 ２２ページの参考資料により説明いたします。 

 本案は、地方税法総則に定める、徴収猶予制度について納税者の負担軽減を図るとと

もに、早期かつ的確な納税の履行を確保する観点から、納税者の申請に基づく換価の猶

予制度を創設するなど新たな制度が設けられたこと、また、その際、地方分権を推進す

る観点や、地方税に関する地域の実情がさまざまであることを踏まえ、換価の猶予に係

る申請期限など一定の事項については、各地域の実情に応じて、条例で定める仕組みと

され、地方税法に条例委任事項が設けられたことによる改正でございます。 

 第８条に徴収猶予に係る、市の徴収金の分割納付、または分割納入の方法として、徴

収猶予をする金額を、その期間内の各月に分割して納付し、または、納入させることを

規定し、第９条で徴収猶予の申請手続等として、申請においては猶予がえ等事実の詳細、

猶予を受けようとする金額、期間等を記載した申請書に、猶予がえ等事実を証するに足

りる書類、財産目録、担保の提供に関する書類等を添付するほか、申請に係る補正の手

続を定めております。 

 第１１条では、職権による換価の猶予の手続等として、職権による換価の猶予をする

場合の手続を定め、第１２条では申請による換価の猶予の申請手続等として、滞納者が

徴収金を一時に納付し、または、納入することにより、その事業の継続、または、その

生活の維持を困難にするおそれが認められる場合において、その者が徴収金の納付また

は納入について、誠実な意思を有すると認められるときは、徴収金の納期限から６月以

内にされた申請に基づき、１年以内の期間を限り滞納処分による財産の換価を猶予する

ことができるとしております。 

 第１３条では、担保を徴する必要がない場合として、猶予に係る金額が１００万円以

下の場合、また、猶予の期間が３カ月以内であるなどの要件を定めております。 

 改正条文の末尾に附則を定めておりますが、附則第１条におきまして、この条例の施

行期日を、平成２８年４月１日とすること、附則第２条におきまして、経過措置を定め

ております。 

 以上で、議案第６６号の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  ちょっとこれ読んでも、よくわかりにくいんじゃけど、こ

れ今でも例えば保育料とか、住宅の使用料とか滞納はようけありますよね。これを、こ
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の２２ページの第８条から１３条の適用によって、滞納が減るように思いますか。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  この条例を規定することによって、滞納が減るかど

うかという御質問でございました。 

 まず最初に、国民健康保険税もという、国民健康保険税は税でございますので、当然、

条例の対象になります。そのほかに、この条例を準用するものとして、介護保険料、後

期高齢者医療保険料、保育園保育料、認定こども園使用料ということでございますけど

も、先ほど提案理由の説明のとこで申し上げましたとおり、国のほう、地方税法総則の

ほうで徴収猶予制度というものが定められておりますけども、納税者の負担軽減を図る

ということと、早期かつ的確な納税の履行を確保する観点からということも申し加えて

おりますけども、基本的には、今まで国の制度としてあったものを、徴収猶予に関して

それぞれ地域の実情が違うから、その地域の実情に合わせて規定しなさい、その市町で

規定しなさいということになったということで、改正をさせていただくわけでございま

す。 

 これによって、滞納が減るかどうかという話でございますけども、今回の改正につい

ては、納税者の利便性といいますか、事業の継続、うちのほうが強制執行をした場合に、

事業の継続が困難になったり、納税者の方を生活困窮に追い込むことがないように、一

定の猶予制度というものを拡充していこうという趣旨でございますんで、そこのところ

を御理解いただければというふうに思います。 

 直接、滞納金額がこれによって減るかどうかというところについては、今回、明確に

はお答えできませんけども、そういうことでございます。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  簡単に言うたら、今の部長の説明によると、要は、１年間

猶予期間ができたと、滞納者にとっては。滞納者にとっては、１年間、差し押さえがな

いということなんじゃね。その利便性があるということなんじゃね。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  もともと、地方税法の総則のほうで同様の規定はご

ざいました。それに基づいて、うちのほう、事務の執行をしておりましたけども、今回

は本人の申請によって、換価の猶予というものが認められる、新たな制度ができたとい

うことでございます。 

 ですから、一年間の猶予ができたんだねというようなお話でございましたけども、も

ともと制度としてはございました。それが、地方税法の総則に基づいてやるか、条例に

基づいてやるかというところの違いでございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 



 

－９０－ 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第５  議案第６７号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第５、議案第６７号 江田島市税条例等の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第６７号 江田島市税条例等

の一部を改正する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 地方税法施行規則等の一部改正に伴いまして、現行条例等の一部を改正する必要があ

りますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求め

るものでございます。 

 内容につきましては、市民生活部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  それでは、議案第６７号について説明いたします。 

 議案書２４ページをお開きください。 

 内容については２４ページに改正条文、２５ページから２６ページに新旧対照表、２

７ページに参考資料として、江田島市税条例等の一部を改正する条例の改正要旨を添付

しております。 

 ２５ページ、２６ページの新旧対照表により、説明をさせていただきます。 

 本案は番号法の施行に伴い、平成２７年３月３１日をもって専決処分いたしました、

平成２７年江田島市条例第１２号の、江田島市税条例等の一部を改正する条例の一部を

改正するものでございます。 

 番号法の施行に伴う施行規則の改正により、納付書、納入書には当面、法人番号を記

載しない取り扱いとするとされたことから、平成２７年改正条例第１条において、第２

条第３号納付書、第４号納入書に法人番号を記載する旨追加した条文を削除いたします。

条文を削除したことから、第３６条の２、第６３条の２、第８９条、第１４９条の改正

規定中、それぞれ法人番号の次に、番号法に定める法人番号の定義を追加いたします。 

 附則におきまして、この条例の施行期日を公布の日と定めております。 

 以上で、議案第６７号の説明を終わります。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第６  議案第６８号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第６、議案第６８号 江田島市介護保険条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第６８号 江田島市介護保険

条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 介護予防・日常生活支援総合事業等の実施に伴いまして、現行条例の一部を改正する

必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議

決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  ただいま上程されました、議案第６８号の条例の一

部を改正する条例案につきまして説明いたします。 

 議案書２９ページに改正条文、３０ページに新旧対照表を添付しております。 

 ３０ページの新旧対照表により、改正の内容を説明させていただきます。 

 本条例案は、介護予防事業などの実施時期を規定する附則へ追加するものであります。 

 平成２７年第１回市議会定例会におきまして、附則第７条といたしまして、介護予

防・日常生活支援総合事業等に関する経過措置ということで、４件追加していただいて
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おります。 

 １項では、介護保険法第１１５条の４５第１項に掲げる事業につきましては、実施開

始年日を平成２８年４月１日から、２項から４項では、同法同条第２項の４号から６号

に掲げる各事業につきましては、実施開始日を平成２９年４月１日と定める一部改正を

行ったところでございます。 

 しかしながら、新しい地域支援事業における多様化と充実を進めていく中、平成２９

年度から在宅医療・介護連携の推進に係る事業を実施するに当たり、平成２８年度から

準備事業を行う必要が生じました。これに伴い、附則の改正の必要が生じたため、第５

項の追加をお願いするものであります。 

 第５項の中で、全各号の規定にかかわらず、当該事業を実施するために必要な準備行

為は、当該実施の日前においても行うことができるという項を、追加させていただきた

いと思います。 

 それでは、２９ページにお戻りください。 

 改正条文で、附則第７条に第５項を追加しております。 

 附則といたしまして、施行期日は公布の日から施行するといたしております。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  この前の全員協のときに説明があったんですけど、いわゆ

るこの条例にも出ておるんですが、平成２８年度、現行のサービスをやるということは、

この全員協の資料を読むと、平成２８年４月の移行は、現行の介護予防給付に係る訪問

介護、通所介護と同じ内容で移行するとなっておる。要は、現行のサービスそのまま行

きますよと、平成２８年度。平成２９年度から、いわゆる第７期の介護保険からはどう

なるんですか。どういうようにされるんですか。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  まず、平成２８年度の移行の部分につきましては、

全員協でも説明させていただきましたが、訪問介護と通所介護につきましては、新しい

介護予防・日常生活支援総合事業の中で、現在の訪問介護、通所介護と同じ内容で、負

担割合、単価、サービスについてはそのままで、新しい事業のほうに移行します。それ

で平成２９年度のほうで、在宅医療・介護連携の推進というのを始めるように、附則の

中では定めておったんですが、それの準備を平成２８年度で行っていくために、今回、

附則を追加させていただきます。 

 それで、平成２９年度から、一応、予定しておりますのが、２４時間３６５日の在宅

医療・介護サービスの提供を始めていくという予定でおります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 
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○１０番（片平 司君）  この前もらった、全員協のときの資料の２ページの２４時

間の在宅医療と介護サービスの提供ですよね、これは、この条例の中で準備するという

ことなんですか。この条例の中で、準備期間は。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  議員のおっしゃるとおり、平成２９年度から２４時

間３６５日の在宅医療介護サービスの提供を始める予定でおります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  私は、これはなかなかええことじゃとは思ってるんですけ

ど、問題は多分、利用料は、例えば夜中とかいうたら高くなるんじゃないかなと思うん

ですよね。その辺がちょっとわからんのじゃけど、それと同時に、利用料が高くなると

いうことは、利用しようと思っても、所得の低い人は利用できんのじゃないかと思うん

ですが、その辺は、福祉保健部のほうはどのように考えておりますか。そこのところ、

気になっておるんですよ、私は。やることはいいことなんじゃけど、利用料金等、低所

得者の人で利用しよう思っても、使えんのじゃないかなと思う、懸念がしておるんです

が。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  利用料のほうは、このサービスを使ったときに高く

なるかどうかという点につきましては、サービスの度合いによって利用料が変わってき

ますので、ですから、定時巡回の部分と臨時で来ていただくという部分がありますけれ

ども、やっぱりそれの回数によって高くなるか安くなるかというのは、一概に言えない

部分が出てくると思います。 

 あと、どう考えてるかというところでございますけれども、基本的に国の流れが、在

宅介護のほうへ移行していこうという動きの中で、この２４時間３６５日の介護サービ

スというのは、ぜひとも、なくてはならないという事業ですので、これにはぜひとも、

やっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第７  議案第６９号～日程第９  議案第７１号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第７、議案第６９号 江田島市指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案につい

てから日程第９、議案第７１号 江田島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例案についてまでの３議案を一括議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま一括上程されました、議案第６９号から議案第７１

号までについてでございます。 

 最初に、議案第６９号 江田島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い

まして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第

１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 続きまして、議案書６１ページ、議案第７０号 江田島市指定地域密着型介護予防サ

ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案に

ついてでございます。 

 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型

介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正

に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第

１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 続きまして、議案書７３ページ、議案第７１号 江田島市指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を

改正する必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、

議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  ただいま一括上程されました、議案第６９号から議

案第７１号までの３つの条例の一部を改正する条例案につきまして、説明させていただ
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きます。 

 まず、議案第６９号 江田島市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案、こちらにつきましては、３２ペー

ジから４１ページまでが改正条文、４２ページから６０ページまでが新旧対照表となっ

ております。 

 次に、議案第７０号 江田島市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案、こちらにつきましては、６

２ページから６５ページまでが改正条文、６６ページから７２ページまでが新旧対照表

となっております。 

 ３つ目の、議案第７１号 江田島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案につきましては、７４ページと７５ページが改正条文、７

６ページから７８ページまでが新旧対照表となっております。 

 ７９ページから８０ページまでに、参考資料をおつけしております。こちらの参考資

料のほうで改正内容について、説明をさせていただきます。 

 ７９ページをお開きください。 

 このたびの、３つの条例改正案は、平成２６年第５回定例会におきまして、地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための、関係法律の整備に係る法律に

基づき、厚生労働省令の基準に応じた内容で一部改正など、上程可決いただいていたも

のでございます。 

 これにつきまして、１の概要にありますとおり、厚生労働省令が一部改正され、その

基準が変わりました。このために改正する条例、こちらにありますように議案第６９号

から７１号までの３つの条例を、一部改正するものであります。 

 では、３の主な改正内容について説明申し上げます。 

 字句の整理と、広島県基準条例の改正を除いた、主なものを７つほど挙げております

が、基本的には全て国の基準どおりに規定しております。 

 まず（１）、こちらの定期巡回・随時対応型訪問介護看護につきましては、訪問看護

サービスの提供体制や、オペレーターの配置基準が緩和されるとともに、外部評価が効

率化されております。 

 ８０ページをお開きください。 

 （２）認知症対応型通所介護（介護予防を含む。）、こちらでは利用定員が緩和され

るとともに、事故報告の仕組みが新たに設けられております。 

 （３）小規模多機能型居宅介護（介護予防を含む。）、こちらでは登録定員の緩和、

外部評価の効率化、看護職員の配置要件が緩和されております。 

 （４）介護予防・認知症対応型共同生活介護、こちらではユニット数が緩和されてお

ります。 

 （５）地域密着型特定施設入居者生活介護、こちらでは代理受領の際の利用者の同意

書が不要となっております。 
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 （６）地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、こちらではサテライト型に係る

本体施設の要件が緩和されております。 

 （７）看護小規模多機能型居宅介護、こちらでは名称変更とあわせて、登録定員の緩

和、外部評価の効率化がされております。 

 以上のとおり、改正点を申し上げましたが、基本的には地域包括ケアの構築に向けて、

効率的なサービス提供体制の構築のために、基準が緩和されているところでございます。 

 なお、３つの条例案とも、それぞれの改正条文の最後にあります附則によりまして、

施行期日は公布の日から施行するといたしております。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 本３議案に対する質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  ちょっと教えてもらいたいんじゃけど、８０ページに、１

事業所３人以下というのはわかるんじゃけど、この１ユニットというのは、どういう単

位になるわけ。それと、その３番目には２５人以下を２９人以下とか、（７）にも２５

人以下を２９人とかなっておるんじゃけど、人員の緩和、いわゆる今までは２５人であ

ったのを２９人にふやす意味じゃろと思うんじゃが、同じ施設で、施設の大きさは同じ

なんじゃけど、入る人数はふやすというのはどういうことなんですか、これは。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  まず１つ目の質問、ユニットについてなんですけれ

ども、ユニット形式というのが、１ユニットにつき９人という規定がございまして、そ

れが現在、今の事業所では、大概、２ユニットつけております。ですから９人がワンセ

ットで見るのが１ユニットということでございます。現在、１８人以下となります。 

 それが場所とかの都合で、今まででしたら、例えば２ユニットあっても、１事業所の

中で言えば３人しか見れんかったところが、今度はユニットごとで見ますので、６人ま

で見れるというふうな形で緩和されております。 

 次が、（３）と（７）のところで、登録定員が２５人以下というところが２９人に、

こちらも緩和されておるんですが、これが今の通所と、小規模多機能ですんで通所の部

分と訪問の部分があって、そこが、合計が２５人のところが２９人まで緩和されておる

と。そこらで、結局、事業がしやすくなっておるというところでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 本３議案に対する討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 初めに、日程第７、議案第６９号 江田島市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案については、原案のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 続いて、日程第８、議案第７０号 江田島市指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案については、原

案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 続いて、日程第９、議案第７１号 江田島市指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例案については、原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１０  議案第７２号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１０、議案第７２号 江田島市新本庁舎大規模改修工

事（建築）請負契約の変更についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７２号 江田島市新本庁舎

大規模改修工事(建築)請負契約の変更についてでございます。 

 平成２７年８月１９日に議決を得た、議案第３７号 江田島市新本庁舎大規模改修工

事(建築)請負契約の締結についてに関し、契約金額を変更したいので、地方自治法第９

６条第１項第５号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 
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○総務部長（山本修司君）  それでは、議案第７２号の説明をいたします。 

 変更の内容につきましては、参考資料により説明いたします。 

 議案書の８２ページをお願いします。 

 江田島市新本庁舎大規模改修工事(建築)請負契約の変更についてでございます。内容

を表にお示しし、項目ごとに変更前、変更後の欄を設けております。変更の内容は、２.

契約金額で、変更前１億４，３１０万円、内消費税額及び地方消費税額は１，０６０万

円を、変更後１億６，７７２万４，０００円、内消費税額及び地方消費税額は１，２４

２万４，０００円とするものです。 

 変更の理由は、壁面収納棚設置や防火シャッター改修などの追加工事等を行うためで

ございます。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１  議案第７３号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１１、議案第７３号 市道の路線変更についてを議題

といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７３号 市道の路線変更に

ついてでございます。 

 鷲部１５号線の路線を変更したいので、道路法第１０条第３項の規定によりまして、

議会の議決を求めるものでございます。 
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 内容につきましては、土木建築部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  木村土木建築部長。 

○土木建築部長（木村成弘君）  それでは、議案第７３号 市道の路線変更について

を御説明いたします。 

 本案は、変更対象となる路線の敷地を保有する中国財務局より、市道部分を含めた普

通財産敷地を一体で売却するため、当該敷地内にある市道の路線認定を廃止するよう依

頼されたことから、市道の終点の位置を変更するものでございます。 

 変更する路線は、市道路線変更調書の整理番号１にあります路線番号、江田島市Ａ６

０１５の鷲部１５号線で、新旧対照の旧の下段にある終点、江田島町鷲部２丁目３０９

番６８地先を、新の下段のとおり、江田島町鷲部２丁目３０９番２６地先に変更するも

ので、延長が１１１．５メートル減少し、幅員は４．０から７．３メートルに変更とな

ります。 

 変更理由でございますが、８４ページの参考資料をごらんください。 

 路線変更前、現在の鷲部１５号線の全景を上段に、拡大写真を下段に載せております。 

 この道路は、鷲部２丁目３０９番２０地先の県道江田島大柿線との交差点、①の部分

を起点に、西側の海に向かう路線ですけども、現在の終点は海沿いを南北に通る市道鷲

部３号線との交差点、赤矢印の地点となっております。この路線の西側は、白い破線で

囲んでおります財務省の敷地を通っておりますが、この敷地を管理する中国財務局から、

財務省と記載してある建物より北側の敷地を、一体的に売却する予定であるので、敷地

内の路線認定を廃止するよう依頼がありました。 

 このため、当該敷地部分の市道廃止について検討したところ、周囲には代替する市道

もあり、適切な道路網は確保できると認められることから、次の８５ページにあります、

路線変更後の写真のとおり、終点を市道鷲部２２号線との交差点、赤矢印の地点に変更

し、認定区間を減長するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 



 

－１００－ 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １４時４５分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １４時３１分） 

                           （再開 １４時４５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第１２  議案第７４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１２、議案第７４号 平成２７年度江田島市一般会計

補正予算（第５号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７４号 平成２７年度江田

島市一般会計補正予算（第５号）でございます。 

 平成２７年度江田島市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８０８万７，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１５０億８，２３５万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正 

 第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正 

 第３条 地方債の追加及び廃止は、「第３表 地方債補正」による。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  議案第７４号 一般会計補正予算（第５号）につきまし

て、歳入歳出補正予算事項別明細書で説明いたします。 

 事項別明細書の１８、１９ページをお願いいたします。 

 最初に歳入からでございます。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は、保険基盤安定負担金

の交付見込みによる増額補正です。 

 ２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金は、市内小規模多機能型居宅介護施設のスプ

リンクラー整備補助に伴う、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金の増額補正です。 
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 ４目土木費国庫補助金は、社会資本整備総合交付金の減額補正です。 

 ３項委託金、２目民生費委託金は、国民年金法等の改正に伴う、国民年金市町村シス

テム改修に対する、国民年金事務委託金の増額補正です。 

 １５款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金は、保険基盤安定負担金の交付

見込みによる増額補正です。 

 ２０、２１ページをお願いします。 

 ２項県補助金、３目衛生費県補助金は、動物愛護管理推進事業補助金の増額補正です。 

 ７目土木費県補助金は、事業費の調整に伴う、県移譲事務交付金の減額補正です。 

 １７款、１項寄附金、２目指定寄附金は、保健衛生費寄附金の増額補正です。 

 １９款、１項、１目繰越金は、このたびの補正財源として追加補正を行っております。 

 ２１款、１項市債、６目消防債は、過疎対策事業債の減額配分に伴いまして、消防救

急デジタル無線整備事業に係る市債を、過疎対策事業債から、一般単独事業債(緊急防

災・減災事業)へ振りかえるものです。 

 続いて歳出でございます。 

 今回の、歳出補正予算の主な内容は、補助の採択に伴う事業費の増額、事業調整に伴

う普通建設事業の減額、その他必要な経費の補正を行っております。 

 また、人件費につきましては、人事異動に伴い、給料、職員手当など共済費の補正を、

総務費及び民生費において計上しております。 

 その内訳及び合計につきましては、３２、３３ページの給与費明細書にお示ししてい

ます。 

 それでは、人件費関係を除く主な補正について、説明いたします。 

 ２２、２３ページをお願いします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、３目財政管理費は、ふるさと納税件数の増加に伴いま

す、ふるさと納税特産品(記念品)の増額補正です。 

 ５目財産管理費は、土地開発基金保有の土地を売却するため、一般会計で買い戻す、

土地購入費の増額補正です。 

 ２４、２５ページをお願いします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、国民健康保険特別会計の補正

に伴う、繰出金の増額補正です。 

 ３目老人福祉費は、小規模多機能型居宅介護施設のスプリンクラー設置に対する、地

域介護・福祉空間整備等施設整備補助金の増額補正です。 

 ７目国民年金費は、国民年金法などの改正に伴う、国民年金市町村システム改修業務

委託料の増額補正です。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費は、保健事業用備品購入費の増額

補正です。なお、財源は指定寄附金です。 

 ６目環境衛生費は、野良犬・野良猫対策に係る、備品購入費等の増額補正です。 

 ２６、２７ページをお願いします。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費は、オリーブ振興計画策定業務委託

料の増額補正です。なお、この業務委託は２カ年にまたがりますことから、債務負担行
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為の追加をお願いしております。 

 ３項水産業費、３目漁港費は、平成２８年度に施工予定の世上漁港護岸補修に係る、

設計委託料の増額補正です。 

 ７款、１項商工費、３目観光費は、観光振興事業費で、一般事務嘱託員報酬の増額補

正を、宿泊施設事業特別会計繰出金で、特別会計の補正に伴います、繰出金の増額補正

を行っております。 

 このページの一番下の欄から、２８、２９ページをお願いします。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費は、補助事業分の事業調整に伴います、

設計委託料及び工事請負費の減額補正です。 

 ２目道路新設改良費は、県道改良事業費で、県道大君深江線改良工事における、土地

購入費及び補償金の減額補正を、工事請負費の増額補正を行っております。 

 また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費では、河川維持改良事業費との調整に

より、設計委託料の増額補正を、道路改良事業費では、補助事業分の事業調整に伴いま

す、土地購入費及び補償費の減額補正をそれぞれ行っております。 

 ３項河川費、１目河川維持改良費は、河川維持管理事業費で、今後の見込みに伴いま

す、修繕料の増額補正を、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費で、道路新設改良費

との調整により、設計委託料の入札執行残の減額補正を行っております。 

 ３０、３１ページをお願いします。 

 ５項都市計画費、３目公園費は、修繕料の増額補正です。 

 ９款、１項消防費、１目常備消防費は、市債の振りかえに伴う財源更正でございます。 

 １０款教育費、４項社会教育費、１目社会教育総務費は、平成２６年度放課後児童健

全育成事業県費補助金の額の確定に伴います、返還金の増額補正でございます。 

 予算書４、５ページにお戻りください。 

 第２表 債務負担行為補正。追加としまして、防災行政無線保守点検業務委託、ほか

１７件をお願いしております。 

 来年度の業務などにつきまして、本年度中に契約手続を要するものが大半でございま

す。 

 ６ページをお願いします。 

 第３表 地方債補正。追加としまして、一般単独事業債(緊急防災・減災事業)の、消

防施設整備事業の１件をお願いしております。 

 廃止としまして、過疎対策事業債の消防施設整備事業の１件をお願いしております。 

 なお３２、３３ページには給与費明細書、３４、３５ページに債務負担行為の支出予

定額等調書、３６ページに地方債の見込みに関する調書をお示ししております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８０８万７，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１５０億８，２３５万円とする、一般会計補

正予算(第５号)の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 



 

－１０３－ 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  １つお尋ねしたいんですけど、６ページの、いわゆる地方

債補正なんじゃけど、過疎債をやめて単独債にしたというこの理由はどういうことなん

ですか。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  事業を行うよう要望しておりましたところ、過疎債の枠

を減額されたため、事業調整としまして、同様の特別交付税措置がありますものに、組

み替えたものでございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  ２点ほどお聞きしたいんですが、まず１点目は、４ページ、

５ページの債務負担行為でございますが、いわゆる２年継続的な要素を持っておるから

ということでお聞きしておるわけですが、今年度中に契約を終えたいということですが、

この部分の中に、消耗品的な要素もあったりするし、この何でもかんでも債務負担行為

で、あらかじめ設定しておくというのは、いかがなもんかなというふうに思うわけです

が、ここらの考え方というのをもう一度、確認をしたいんですが。 

 それから２点目に、２３ページの公有財産の購入費、土地開発公社から購入だという

ふうに説明があったんですが、土地開発公社で所有している土地といえば、大柿の総合

グラウンドですか、あそこの用地なんかなというふうに私は思うんですが、ほかにもあ

るんか、どの土地なんか、ちょっと具体的に説明を求めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  債務負担行為の基本的な考え方といたしましては、先ほ

ど説明させていただきましたように、年度を継続して、年度の当初から業務委託をお願

いする必要がある事業につきましては、年度中にその契約を起こす必要がございますの

で、債務負担行為をお願いしておるものでございます。 

 また、議員が先ほど御指摘いただきました、この１８件の中で、これはどうだろうか

というものがありましたら、特定のものについて、担当の部署に説明をしていただけれ

ばと思います。 

 ２点目の、土地開発基金の保有土地の購入についてでございますが、今回、買い戻し

を予定しております土地は、平成１０年３月３１日に旧沖美町が取得いたしました、沖

美町大字是長字船附１７０５番地２号、山林の４，２２０平米でございます。 

 これは野村不動産から、当時購入したものでございますけれども、この土地について、

購入の申し出がございましたので、公売の手続に付すために買い戻しをするものでござ

います。 

 なお、そのほかに、土地開発基金の土地にどのようなものがあるかということでござ

いますけれども、基金が所有する土地は、平成２６年度末現在で３１件、２１万２，５

６２平米ございます。簿価で６億４，７６３万円となっておりまして、主なもので申し
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ますと、先ほど御指摘いただきましたものと、鹿川公民館用地でありますとか、清能団

地、県道是長バイパス線用地、寄涛団地、沖野島公共用地などがございます。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  債務負担行為の件ですが、この具体的な項目を申し上げます

と、前処理センターの薬品ですよね、新年度に入って購入することも可能じゃないんか

なというように思うんですが。大柿高校の魅力化事業の補助金、これも新年度に入って

から、別にどうかなというように思うんですよね。それから、中学校の教師用教科書等

の購入、これも４月に入ってから購入すればええんじゃないんかなというように思いま

す。 

 それと、公有財産の購入費、たしか説明では土地開発公社から購入というて聞いたも

んで、それをお聞きしたわけで、土地開発公社の所有しておるのは、大柿の運動公園し

かないんじゃないか思うんですが、この点をちょっと確認したいんですが。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  私のほうが、土地開発公社というふうに説明したかとい

うのは、ちょっと原稿また読み合わしてみますが、土地開発基金の保有でございます。 

 失礼いたしました。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  債務負担行為の補正で４ページ、前処理センターの

管理用薬品の購入ということでございます。 

 前処理センターにつきましても、４月早々から、し尿の処理をもう確実に進める必要

がございます。薬品につきましては、４月１日から、きちんと処理ができるような形で、

今年度中に購入契約というものを結びたい。納品までに、相当、時間も要する薬品もご

ざいますので、例年このようにお願いをしておるものでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺高久君）  大柿高校の魅力化事業の補助金と、中学校教師用教科図

書の購入について、お答えいたします。 

 大柿高校魅力化事業の補助金につきましては、大柿高校が募集をかける際に、募集要

項のほうに、補助金のメニューがありますというのを、正規なものを入れたいというこ

とがございまして、それとまた、４月１日から下宿等に入ってくるということがござい

ますので、予算の確定前に、それが出てくるということでございますので、債務負担行

為をお願いしております。 

 それから、中学校の教師教科用図書の購入につきましては、中学校４校、４月１日か

らこれを使用しますので、早く契約して学校のほうに配布しなければいけないというこ

とから、年内の契約納入を考えておりますので、債務負担行為のお願いをいたしており

ます。 

 以上です。 
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○議長（山根啓志君）  山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  最後ですが、債務負担行為、これもそりゃ市長の特権でええ

んですが、やられてええんですが、ええんですが、予算の原則というのもありますので、

ここらの考え方をしっかりして、来年度も考えていただいたらというふうに、私の思い

なんです。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３  議案第７５号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１３、議案第７５号 平成２７年度江田島市国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７５号 平成２７年度江田

島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 平成２７年度江田島市の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，６３３万６，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ４６億６，５８２万５，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 
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○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  それでは議案７５号 平成２７年度江田島市国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）につきまして、説明いたします。 

 このたびの補正予算は、歳入では療養給付費の国庫支出金の減額、保険基盤安定負担

金財政安定化支援事業確定に伴う一般会計からの繰入金の増額など、歳出では、療養給

付費の財源更正、高額療養費の増額、後期高齢者支援金額の確定に伴う減額などや、前

年度の療養給付費負担金が確定したことにより返還金が生じたため、補正をお願いする

ものです。なお、返還金などの財源といたしまして、前年度繰越金を充当させていただ

くこととしております。 

 主なものを、歳入歳出補正予算事項別明細書により、説明いたします。 

 まず、歳入につきまして、事項別明細書の４０、４１ページをお開きください。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目療養給付費等負担金は、１節現年度分の療養

給付費等分、介護納付金分、後期高齢者支援金分が減額補正となります。 

 同じく３款の、２項国庫補助金、１目財政調整交付金は、１節普通調整交付金の減額

補正です。 

 ４款県支出金、２項県補助金、１目県財政調整交付金は、１節普通調整交付金が減額

補正です。 

 ９款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金は、１節保険基盤安定繰入金

及び４節財政安定化支援事業繰入金が増額補正です。 

 では、４２ページ、４３ページをお開きください。 

 １０款繰越金、１項繰越金、２目その他繰越金は、１節その他繰越金の前年度繰越金

の増額補正をお願いするものでございます。 

 続きまして、歳出を説明させていただきますので、４４、４５ページをお開きくださ

い。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費は、国庫支出金の減額

や、一般会計繰入金の増額に伴い財源更正するものです。 

 同じく２款の２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費は、００１一般被保険者

高額療養費において、１９節の負担金補助及び交付金の増額補正です。 

 ３款後期高齢者支援金等、１項後期高齢者支援金等、１目後期高齢者支援金は、００

１後期高齢者支援金において、１９節負担金補助及び交付金の減額補正です。 

 ４６、４７ページをお開きください。 

 ６款介護納付金、１項介護納付金、１目介護納付金は、００１介護納付金において、

１９節負担金補助及び交付金の減額補正です。 

 １１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金は、００１療養給付費等返

還金において、２３節償還金利子及び割引料が前年度の療養給付費負担金の確定に伴い、

返還金の増額補正をお願いするものでございます。 

 以上で、歳入歳出の予算の総額に、それぞれ２，６３３万６，０００円を増額し、歳

入歳出予算の総額を、それぞれ４６億６，５８２万５，０００円とする、国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）の説明を終わります。 

 以上です。 
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○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  お尋ねしますが、４１ページ、いわゆる療養給付費の減額

ですよね。これは、理由は何かあるんですか。 

 それと、４７ページの介護納付金の減額ですよね、この２点。 

○議長（山根啓志君）  峰崎福祉保健部長。 

○福祉保健部長（峰崎竜昌君）  療養給付費の負担金の減額につきましては、療養給

付費分の３２％という枠の中で、国のほうから金額が示されたということで、こちらの

ほうで減額させてもらいました。 

 次に、４７ページの介護納付金、こちらのほうは支払基金のほうから、平成２６年度

分の額の通知がありまして、それに合わせまして減額させていただきました。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１４  議案第７６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１４、議案第７６号 平成２７年度江田島市宿泊施設

事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７６号 平成２７年度江田

島市宿泊施設事業特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 平成２７年度江田島市の宿泊施設事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 
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 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５３万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ５，８６１万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、産業部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  それでは、議案第７６号 平成２７年度江田島市宿泊施

設事業特別会計補正予算（第２号）について説明いたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書により説明いたします。 

 このたびの補正は、シーサイド温泉のうみの備品購入に係る経費を、新たに補正する

ものでございます。 

 ５２、５３ページをお開きください。 

 １款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金で、補正額５３万円の増額補

正でございます。これは一般会計、７款商工費、１項商工費、３目商工費からの繰入金

でございます。 

 次に、歳出でございますが、次のページの５４、５５ページをお開きください。 

 １款事業費、１項管理費、１目管理費で、１８節備品購入費５３万円の増額補正です。

これは、シーサイド温泉のうみの冷凍庫が急に故障し運営に支障が出るため、冷凍庫の

購入に係る経費を、このたび補正するものでございます。 

 以上で、議案第７６号の説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第１５  議案第７７号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１５、議案第７７号 平成２７年度江田島市水道事業

会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７７号 平成２７年度江田

島市水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第７７号 平成２７年度江田島市水道事業会計補正

予算（第２号）について御説明いたします。 

 このたびの補正は、職員の人事異動に伴う給与の補正及び債務負担行為の計上に係る

補正を行うものです。 

 水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２７年度江田島市水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第２条 平成２７年度江田島市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額

を、次のとおり補正するものです。 

 第１款水道事業費用の第１項営業費用を３３９万８，０００円の増額補正を行いまし

て、第１款水道事業費用の合計額を７億４，２２１万２，０００円とするものです。 

 補正の内容については、３ページの実施計画をごらんください。 

 収益的収入及び支出の部の支出についてでございます。 

 水道事業費用の１項営業費用として、給与費３３９万８，０００円の増額をしていま

す。 

 １ページに戻っていただきまして、第３条 予算第６条に定めた職員給与費を３３９

万８，０００円の増額補正を行いまして、１億２，１２３万８，０００円に改めます。 

 第４条 予算第８条の次に１条を追加し、第９条として債務負担行為の事項等を、下

の表のとおりと定めます。これは、本市が管理する前早世浄水場の運転維持管理業務と、

各浄水場等の水質分析の業務を年間を通して委託契約するため、年度末に翌年度の契約

を締結しております。 

 キャッシュフロー計算書は４ページに、債務負担行為に関する調書は７ページに記載

してあるとおりです。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１６  議案第７８号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１６、議案第７８号 平成２７年度江田島市下水道事

業会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第７８号 平成２７年度江田島

市下水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第７８号 平成２７年度江田島市下水道事業会計補

正予算（第２号）について御説明いたします。 

 このたびの補正は、債務負担行為の計上に係る補正を行うものです。 

 下水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２７年度江田島市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第２条 予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額

の表に次の項目を追加する。これは、本市が管理する各浄化センターにおいて、維持管

理、汚泥運搬、汚泥処分の業務を年間を通して委託契約するため、年度末に翌年度の契

約を締結しております。 

 債務負担行為に関する調書は、３ページに記載してあるとおりです。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

                           （休憩 １５時２５分） 

                           （再開 １５時２５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、説明員として木戸主任を入場させますので暫時休憩いたします。 

                           （休憩 １５時２５分） 

                           （再開 １５時２６分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第１７  議案第７９号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１７、議案第７９号 平成２７年度江田島市交通船事

業会計決算の認定についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました、議案第７９号 平成２７年度江田

島市交通船事業会計決算の認定についてでございます。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定によりまして、平成２７年度江田島市交通船事

業会計決算を、監査委員の審査意見書及び関係書類を添えて、議会の認定をお願いする

ものでございます。 

 佐野代表監査委員、浜先監査委員におかれましては、計数が正確であることの検証、

経理内容の適否、企業の運営等の審査のほか、平成２７年度江田島市交通船事業特別会

計予算に適正に引き継がれていることの照合に当たり、大変であったかと存じます。 

 １１月１０日から１１月１７日までの間、両監査委員には熱心なる審査に当たられ、

その労に対しまして、厚く敬意を表する次第でございます。 

 議会におかれましては、何とぞ御理解ある御審議をいただきまして、的確なる認定を
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賜りますようお願い申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第７９号 平成２７年度江田島市交通船事業会計決

算について御説明いたします。 

 交通船事業会計決算書の１ページ、２ページをごらんください。 

 収益的収入及び支出については、収入の第１款汽船事業収益は２億１，４３９万５１

０円となり、支出の第１款汽船事業費用は２億４，７３９万７，９８５円です。 

 収益の主なものは、運行収益一般会計負担金です。 

 支出の主なものは、運行費、業務費、減価償却費です。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出については、収入の第１款資本的収入は３万７，５００円です。 

 支出の第１款資本的支出は３５６万９，２００円です。 

 収入の内訳は、有価証券売却収入です。 

 支出の内訳は、資産購入費、長期借入金償還金です。 

 ５ページをお開きください。 

 平成２７年度江田島市交通船事業損益計算書については、１の営業収益が１億７，１

４２万３，３９８円、２の営業費用が２億３，６０８万４，４６９円で、営業損失が６，

４６６万１，０７１円です。 

 ３の営業外収益が２，３４９万８９８円、４の営業外費用が３万７，６０２円で、差

し引き２，３４５万３，２９６円となり、経営損失が４，１２０万７，７７５円です。 

 営業損失に特別利益３万円を加算した４，１１７万７，７７５円が、当年度の純損益

となり、前年度繰越欠損金４億３，９９８万６，１８７円があるので、事業終了時欠損

金は４億８，１１６万３，９６２円となりました。 

 ６ページをお開きください。 

 先ほどの、損益計算書で説明しましたとおり、前年度末繰越欠損金４億３，９９８万

６，１８７円と、当年度純損失４，１１７万７，７７５円で、事業終了時欠損金が４億

８，１１６万３，９６２円となりました。 

 ９月３０日で事業終了であるため、欠損金を計上したまま終了となります。 

 表の下段の事業終了時残高に記載してあるように、自己資本金６億２，６９０万９，

３３９円と減債積立金１３０万円から、事業終了時欠損額４億８，１１６万３，９６２

円を控除した資本合計１億４，７０４万５，３７７円が、事業終了時の残存価格となり

ます。 

 事業終了時に残っている現金支出を伴うものは、他会計借入金２，７５０万円、未払

金２，０９２万３，０２３円です。 

 累計欠損金は、過去の損失の積み重ねをあらわしたものであり、減価償却費等の現金

の支出がない費用を含んでいるため、その金額だけ支払が残っているわけではございま

せん。 

 交通船事業会計報告書は９ページから１１ページに、キャッシュフロー計算書は１２
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ページに、明細書は１３ページから１６ページに記載してあるとおりです。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 本議案については、監査委員の意見書が付されていますので、監査委員からの報告を

求めます。 

 それでは、佐野代表監査委員に入場いただきます。 

 佐野代表監査委員、登壇お願いします。 

○代表監査委員（佐野博隆君）  失礼いたします。 

 平成２７年度江田島市交通船事業会計決算審査意見について、御報告いたします。 

 平成２７年１０月１日から江田島市交通船事業を公営企業から市長部局に移管し、指

定管理者制度により運営するため、平成２７年４月１日から平成２７年９月末日までの

間、６カ月の打ち切り決算となっております。 

 決算の審査に当たっては、去る１１月１０日から１１月１７日までの間、関係諸帳簿

等の照合や、関係職員からの説明聴取などにより、慎重に実施いたしました。 

 その結果、平成２７年度江田島市交通船事業会計決算は適正に作成しており、計数は

正確でかつ経営成績及び財政状況を適正に表示しているものと認めました。 

 なお、審査意見書をお手元に配付いたしておりますので、ごらんいただきますようお

願いいたします。 

 以上、報告いたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で、監査委員の報告を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 なお、明日１２月５日から１２月９日までは休会とし、３日目は１２月１０日午前１

０時に開会いたしますので、御参集お願いいたします。 
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 本日は大変御苦労さまでした。 

                            （散会 １５時３７分） 


